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英
國
名
の
菱
貌

二
六

英
　
國
　
名

の

攣
貌

ー
エ
ン
パ
イ
ァ
か
ら
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
ヘ
ー

間

埼

方

里

　
は
し
が
き
　
私
が
最
初
林
毅
陸
先
生
に
接
し
た
の
は
、
文
學
科
史
學
科
の
學
生
と
し
て
政
治
科
と
の
合
併
授
業
に
お
い
て
、
二
年
間
先
生
か
ら
隊
州
外
交
史
の

教
を
受
け
、
そ
の
演
習
に
お
い
て
外
交
文
書
の
反
鐸
を
訂
正
し
て
下
さ
つ
た
こ
乏
で
あ
つ
た
。
つ
い
で
塾
の
普
通
部
の
教
貝
と
し
て
の
私
は
、
塾
内
に
お
け
る
或

る
攣
革
に
際
し
、
恩
師
田
中
葦
一
郎
先
生
か
ら
の
自
筆
の
指
名
に
よ
り
、
塾
の
長
老
教
授
紳
戸
寅
次
郎
氏
達
の
身
分
保
障
の
た
め
に
私
か
に
集
つ
た
林
先
生
達
の

義
憤
の
會
合
に
圖
ら
ず
も
滲
加
す
る
こ
と
に
な
り
、
爾
來
先
生
に
は
親
し
く
御
指
導
を
仰
ぎ
、
後
に
至
り
先
生
も
折
々
近
く
の
拙
宅
へ
歩
を
蓮
ば
れ
た
も
の
で
あ

つ
た
。
ヨ
ー
・
ッ
パ
留
學
か
ら
蹄
朝
後
に
お
い
て
塾
の
辮
論
部
の
巡
同
講
演
に
際
し
て
は
爾
度
（
四
國
、
山
陽
、
山
陰
の
諸
地
へ
）
先
生
に
随
行
し
、
特
に
廣
島

三
田
會
の
敷
迎
會
に
お
け
る
最
も
愉
し
げ
な
先
生
の
面
影
は
、
か
つ
て
の
教
壇
に
お
け
る
（
代
議
士
と
し
て
の
憲
政
擁
護
蓮
動
の
花
々
し
か
つ
た
頃
）
、
活
氣
あ
る

名
講
義
と
共
に
、
筆
者
の
絡
生
忘
じ
難
い
も
の
で
あ
つ
た
。
最
後
に
お
目
に
か
か
つ
た
際
は
、
寝
床
の
上
の
先
生
は
急
に
大
き
く
眼
を
開
い
て
私
を
凝
覗
し
、
何

か
言
い
た
げ
で
あ
つ
た
け
れ
ど
も
、
口
を
動
か
さ
れ
る
の
み
で
先
生
の
病
状
は
護
言
を
妨
げ
た
の
で
あ
つ
た
。
第
二
次
大
職
中
に
も
先
生
は
著
述
と
研
究
の
手
を

休
め
ず
、
つ
い
に
先
生
の
諸
著
の
特
色
と
す
る
流
暢
な
る
「
臥
洲
最
近
外
交
史
」
の
大
著
を
完
成
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
は
學
者
と
し
て
の
先
生
の
最
後
を
飾
る
も
の

で
、
常
人
の
企
て
及
ば
な
い
と
こ
ろ
で
あ
つ
た
。
し
か
し
全
べ
公
準
な
つ
ベ
ラ
リ
ス
ト
で
あ
ら
れ
た
先
生
は
、
門
下
に
そ
の
後
継
者
を
作
ら
れ
な
か
つ
売
の
で
、

私
が
先
生
の
意
を
瞠
し
て
、
特
に
一
年
間
だ
け
本
書
に
つ
い
て
欧
州
外
交
史
を
講
じ
た
の
も
、
先
生
へ
の
報
恩
の
つ
も
り
で
あ
つ
た
。

　
本
篇
は
拙
文
「
国
ヨ
豆
お
”
国
島
魯
の
新
用
法
と
そ
の
語
義
及
び
課
語
に
つ
い
て
」
（
史
墨
一
八
の
二
・
三
合
併
號
、
昭
和
一
四
年
）
お
よ
ぴ
「
英
國
自
治
領
民

族
國
の
成
長
」
（
同
誌
、
二
一
の
二
號
、
昭
和
一
八
年
）
の
中
か
ら
表
題
の
項
目
だ
け
に
關
し
、
そ
の
後
の
攣
化
に
俘
う
研
究
を
加
え
て
一
つ
の
文
章
に
ま
と
め

た
も
の
で
、
こ
れ
を
も
つ
て
林
先
生
へ
の
記
念
と
し
た
い
。



　
　
　
　
目
　
　
次

（
イ
）
国
］
B
も
ぼ
Φ
の
一
般
的
意
昧

（
・
）
目
富
閃
ユ
試
o
α
げ
国
ヨ
風
器
の
古
い
意
味

　
（
ハ
）
　
弓
ぼ
①
閃
二
獣
の
げ
国
ヨ
b
ぽ
Φ
の
新
し
い
意
味

（
イ
）
9
ヨ
唐
9
薯
O
毘
芸
の
一
般
的
意
昧

（
ロ
）
　
英
國
名
と
し
て
の
O
O
琶
腎
O
謬
宅
O
簿
騨
げ

（
ハ
）
　
自
治
領
の
礎
動
と
O
O
包
営
O
昌
≦
①
四
詳
げ

噸
　
序
　
　
論

二
　
英
國
名
と
し
て
の
国
ヨ
℃
冒
〇

三
寧
唇
ぎ
か
ぢ
O
書
彗
。
薯
①
巴
菩
へ

序

論

　
我
汝
が
『
イ
ギ
リ
ス
』
と
い
う
場
合
に
は
、
英
語
の
国
昌
鴨
即
昌
q
　
の
み
な
ら
す
、
　
国
ユ
畠
凶
戸
O
お
器
ω
鉱
酔
巴
P
Ω
3
暮
霧
b
風
9
凶
P
目
房

O
巳
言
血
国
ぽ
騎
9
目
9
Ω
お
暮
国
艮
笹
ぎ
麟
口
山
胃
色
舘
こ
や
目
冨
q
●
国
●
9
0
お
暮
劇
二
疹
凶
昌
騨
呂
乞
O
暮
ぎ
旨
胃
①
昼
巳
●
さ
ら
に
叉
円
冨

野
往
昏
国
琶
覧
8
や
円
冨
零
ξ
昏
9
ヨ
ヨ
自
類
＄
一
夢
亀
乞
魯
ご
湿
。
最
後
に
現
在
の
綜
合
國
名
で
あ
る
9
筥
唐
3
ゑ
①
巴
昏
9
乞
暮
凶
自
。。

に
至
る
ま
で
、
そ
の
何
れ
を
も
さ
す
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
等
に
は
大
小
廣
狭
種
々
の
意
味
が
あ
り
、
歴
史
が
あ
り
、
そ
の
慣
用
も
一
様
で
な
く
、

そ
の
内
容
に
は
相
當
の
開
き
が
あ
る
。

　
例
え
ば
、
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
」
は
地
名
で
あ
る
と
共
に
國
名
で
も
あ
る
。
今
で
も
由
暮
○
昌
9
国
昌
騎
冨
注
と
、
い
う
著
述
が
澤
山
あ
る
9
地
名

と
し
て
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
が
グ
レ
ー
ト
・
ブ
リ
テ
ン
島
の
南
牛
で
あ
る
こ
と
は
文
句
な
し
の
様
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
イ
ン
グ
師
の
如
き
は
、
良
著

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

「
イ
ジ
グ
ラ
ン
ド
」
の
勢
頭
に
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
西
北
海
岸
か
ら
離
れ
た
大
き
な
島
、
こ
れ
を
我
女
は
グ
レ
ー
ト
・
ブ
リ
テ
ン
と
呼
ぶ
け
れ
ど
も
、

　
　
　
英
國
名
の
饗
貌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七



　
　
　
英
國
名
の
攣
貌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八

大
陸
（
ヨ
ー
・
ッ
パ
大
陸
の
こ
と
）
の
人
六
は
し
ば
し
ば
こ
れ
を
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
呼
ぶ
」
と
は
つ
き
り
言
い
切
つ
て
い
る
。
か
く
し
て
グ
レ
マ
ト
．

ブ
リ
テ
ン
と
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
は
同
一
の
範
園
を
さ
す
こ
と
に
な
る
が
、
国
鼠
ひ
巴
昌
は
ま
た
英
本
國
（
蓮
合
王
囚
）
の
意
味
に
も
用
い
ら
れ
る
、
そ

れ
は
英
國
外
務
省
の
慣
例
で
あ
る
。
英
國
の
「
外
務
省
は
一
九
二
七
年
の
閑
昌
巴
餌
邑
蜀
鶏
｝
置
巨
①
9
蝉
受
目
琵
窃
＞
9
に
定
義
せ
ら
れ
た
る

日
富
q
巳
叶
巴
国
営
覧
o
琶
9
0
門
①
暮
閃
二
叶
巴
昌
”
巳
乞
o
昌
ざ
暮
胃
①
鼠
巳
の
略
稽
と
し
て
Q
お
暮
劇
二
富
日
を
自
由
に
用
い
る
」
（
》
中

国
①
一
葺
夢
o
o
Q
。
話
憲
磐
な
9
さ
①
卑
葺
鴇
d
。
鼠
巳
o
箪
ぢ
鐸
歪
蜀
）
か
ら
で
、
第
二
次
大
職
に
お
け
る
我
が
國
の
宣
職
の
詔
勅
の
英
課
文

に
お
い
て
も
、
英
國
と
い
う
聯
句
に
封
し
て
目
富
ω
暮
一
昏
国
B
覧
冨
（
初
の
部
分
）
と
共
に
、
（
後
の
部
分
に
お
い
て
）
辱
凶
ξ
貯
も
し
く
は
そ
の

形
容
詞
で
あ
る
切
二
戯
魯
な
る
言
葉
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
に
よ
つ
て
も
知
ら
れ
る
（
目
o
尊
o
O
魯
o
詳
①
》
＜
o
一
・
ダ
乞
o
』
し
鶏
・
弘
総
ド
）
。
そ
れ

ゆ
え
右
の
略
禧
に
よ
る
英
本
國
の
現
在
の
政
治
的
名
構
と
地
理
的
名
稔
と
は
一
致
し
な
い
。
そ
れ
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
共
和
國
も
そ
の
憲
法
に
定
め

た
如
く
全
島
の
名
構
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
實
質
的
に
は
英
本
國
の
一
部
で
あ
る
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
を
除
い
た
も
の
な
の
で
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の

壌
減
に
よ
る
不
一
致
を
來
た
し
て
い
る
。
こ
れ
を
表
示
す
れ
ば
左
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
　
（
政
治
的
名
稔
）
　
　
　
　
（
地
理
的
名
構
）

　
　
閃
旨
け
暫
ぎ
（
n
O
。
国
。
）
H
O
裡
O
曽
叶
閃
二
叶
巴
冨
十
2
0
旨
｝
6
巴
β
穿
o
ぎ
山

　
　
H
円
O
冨
5
伽
n
H
円
①
宣
昌
α
ー
2
0
弓
砕
ゲ
①
円
”
H
胃
O
宣
目
α

　
し
か
し
か
つ
て
の
用
法
で
の
O
話
器
R
ω
巳
ε
ぎ
は
O
お
魯
閃
鼠
＄
ぎ
と
は
違
う
。
爵
。
①
籔
園
践
α
巴
昌
も
し
く
は
軍
に
国
ほ
＄
β
と
い
う
の

は
英
本
國
の
こ
と
で
あ
る
が
、
0
8
暮
R
劇
昌
富
営
は
海
外
諸
領
を
さ
す
。
英
國
王
の
海
外
諸
領
は
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
の
時
（
一
九
〇
U
年
）
、
そ

の
聡
號
に
加
わ
つ
た
目
お
閃
慨
静
げ
U
o
旨
巨
o
房
富
巻
鼠
爵
①
ω
霧
㎝
国
ぎ
㎎
　
に
見
る
如
く
国
艮
器
げ
U
2
註
巨
○
霧
の
意
味
で
あ
つ
た
。
植

民
史
の
大
家
鍔
蝉
国
鴨
旨
o
P
O
艮
讐
昌
即
鼠
毎
o
ゑ
夢
9
昏
①
Oづ
鼻
旧
昏
U
o
巨
艮
呂
。
Q
と
い
う
書
物
を
見
る
に
、
、
そ
の
扉
の
目
菖
①
冨
讐

に
は
目
訂
O
こ
職
づ
帥
β
山
0
8
類
3
9
0
同
＄
紳
R
国
N
詳
巴
昌
と
な
つ
て
い
て
、
圖
ら
す
も
そ
れ
が
ω
巳
賦
怨
U
o
甘
ぎ
ご
塁
H
O
奉
暮
霞
国
慨
叶
巴
β

で
あ
る
こ
と
を
告
白
し
て
い
る
軌
そ
れ
は
国
」
W
鶏
ざ
さ
円
冨
崔
Φ
窃
導
O
H
岳
巴
の
亀
夢
o
じφ
二
募
げ
国
9
℃
嘗
ρ
這
酷
》
国
ド
の
中
に
も
国
琶
－



覧
お
と
い
う
語
は
つ
い
に
幾
分
違
つ
た
意
味
を
も
つ
様
に
な
り
、
十
七
世
紀
以
來
は
、
我
等
自
身
を
も
我
等
自
身
の
領
土
を
も
意
味
せ
す
、
我
等

以
外
の
も
の
で
し
か
も
我
等
の
一
部
で
あ
る
と
こ
ろ
の
或
る
も
の
を
意
味
す
る
。
す
な
わ
ち
O
暮
巴
号
目
貝
o
冨
器
国
ヨ
覧
3
を
意
味
す
る
。

こ
の
意
味
で
の
エ
ン
パ
イ
ア
な
る
語
は
十
八
世
紀
の
後
牛
か
ら
用
い
ら
れ
、
そ
れ
ま
で
は
o
自
巨
毯
ε
註
o
霧
　
と
い
う
語
が
そ
の
意
味
に
用
い

ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
①
巨
覧
お
な
る
言
葉
が
示
す
に
至
つ
た
事
實
そ
の
者
は
言
葉
の
使
用
に
先
立
つ
て
存
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
又
、
當
時
は

英
國
王
の
構
號
中
の
こ
の
U
o
巨
鉱
o
漢
と
い
う
言
葉
も
領
土
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
つ
た
が
、
今
日
で
は
自
治
領
、
私
の
い
わ
ゆ
る
自
治
領
民

族
國
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。
そ
れ
は
一
九
〇
七
年
の
植
民
地
會
議
に
お
い
て
「
王
國
の
自
治
的
部
分
を
正
式
に
ド
ミ
ニ
オ
ン
」
と
樗
す
る

に
至
つ
た
か
ら
で
、
そ
れ
は
軍
な
る
領
土
の
意
味
で
は
な
く
、
英
國
植
民
地
か
ら
最
高
度
の
襲
展
を
途
げ
て
猫
立
の
國
家
と
な
つ
た
も
の
で
あ
つ

て
、
。。
巴
や
讐
奉
彗
3
㎎
8
δ
巳
o
・
　
と
は
別
個
の
も
の
で
あ
惹
。
そ
う
し
て
後
の
全
英
國
の
名
構
で
あ
る
　
瞳
ぎ
ω
暮
δ
げ
9
旨
唐
呂
毛
①
騨
一
爵

9
乞
暮
δ
塁
の
構
成
分
子
で
あ
る
乞
暮
ご
霧
と
い
う
言
葉
は
U
o
目
ぎ
6
房
の
別
語
と
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
円
富
国
門
§
昏
国
奪
覧
狂
に
至
つ
て
は
、
一
暦
複
雑
多
義
で
あ
る
。
現
在
の
英
國
全
膿
に
封
し
て
、
先
年
來
目
富
目
鼠
邑
】
W
二
紆
げ

国
巨
覧
お
と
い
う
成
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
ド
イ
ツ
の
目
げ
①
目
匡
呂
Q
R
ヨ
蝉
昌
国
巨
風
8
0
目
閃
鉱
魯
へ
U
霧
∪
鉱
辞
①
園
①
団
魯
）
に

封
比
せ
ら
れ
る
言
葉
で
あ
つ
て
、
爾
者
の
内
容
に
は
か
な
り
な
相
異
が
あ
る
。
ド
イ
ッ
の
第
三
ラ
イ
ヒ
は
第
一
、
第
ニ
ラ
イ
ヒ
の
亡
び
た
後
に
生

ま
れ
た
も
の
で
、
第
｝
、
第
ニ
ラ
イ
ヒ
と
は
そ
の
政
膿
お
よ
び
支
配
者
の
系
統
を
異
に
し
た
全
く
別
個
の
國
家
で
あ
つ
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
第
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

エ
ン
パ
イ
ア
は
同
一
王
政
治
下
に
お
い
て
、
そ
の
内
部
機
構
を
攣
じ
た
三
個
の
匝
分
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
つ
た
。

　
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
、
本
國
封
植
民
地
の
關
係
に
お
い
て
、
第
一
、
第
ニ
エ
ン
パ
イ
ア
、
も
し
く
は
奮
帝
國
お
よ
び
新
帝
國
な
る
成
語
が
用

い
ら
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
｝
中
国
①
騨
ダ
目
ぎ
国
冒
露
じO
溢
註
路
国
目
風
円
ρ
這
o
。
9
自
房
国
自
邑
暮
凶
9
9
9
似
ω
①
8
邑
劇
匡
註
ω
『
国
3
互
困

（
閃
●
竃
鼠
5
望
。
詳
韻
§
曙
g
昏
①
閃
葺
善
9
ヨ
目
。
舅
毘
貸
一
旨
ρ
＜
典
目
』
●
盛
ン
目
一
6
U
再
薯
鉱
g
o
P
ぼ
司
一
議
σ
9
一
自
巨
国
ヨ
ー

旨
ρ
彗
量
ω
①
。
。
鼠
≦
算
①
巨
旨
づ
．
お
。
弩
①
耳
。
鼠
罐
（
ω
一
こ
。
ぎ
夢
三
。
g
逼
三
の
寄
讐
昌
。
団
国
凝
ぎ
黛
一
。
Q。
。
c
』
・
。
。
ヨ
｝
浮
①
ω
①
8
区

　
　
　
　
英
國
名
の
愛
貌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九



　
　
　
英
國
名
の
憂
貌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
電
○

国
日
鳳
お
o
Q
信
8
①
①
含
①
島
≦
げ
①
お
↑
げ
¢
嘗
諺
け
h
巴
一
①
島
（
乏
・
賦
鷲
二
〇・
一
〇
お
讐
閃
二
ε
ぎ
騨
一
巳
9
¢
U
o
目
一
巳
o
塁
｝
一
欝
o
o
一
型
一
〇
〇
〇〇
・
〕
、
｝
》
騰
5
財
乏
①
一
彰
畠

臼
①
暮
①
自
g
①
国
菖
b
ぎ
讐
（
一
一
。
馨
芦
聾
ω
①
8
邑
鷺
Φ
≦
弱
づ
9
冒
8
江
ロ
o
霞
o
≦
昌
α
①
畳
け
①
●
円
冨
凝
旨
①
巴
鴇
＜
①
岩
蔭
目
①
出
臼
①
蓉
ξ
－

ω
署
①
蔓
ε
o
ロ
目
ω
①
8
＝
自
国
e
覧
お
（
』
零
ω
8
宙
ざ
国
ζ
器
ω
一
自
9
国
昌
屯
餌
邑
｝
一
8
ド
型
ぽ
’
）
な
ど
と
記
さ
れ
、
○
箆
国
日
覧
お
聾
昌
血
Z
①
≦

国
ヨ
風
お
は
O
義
○
注
ω
軽
＜
2
9
9
①
閃
鉱
6
㎡
げ
国
ヨ
b
ζ
ρ
お
建
旧
≦
．
困
国
餌
蓉
8
貫
ω
ロ
属
＜
2
9
夢
①
］
穿
置
魯
O
O
目
巨
o
昌
名
①
巴
夢

卜
南
巴
屋
矯
＜
o
一
」
こ
密
o
o
8
型
9
ω
嘗
『
3
昌
目
鷺
匡
0
9
｝
国
く
o
冨
庶
○
昌
O
h
夢
①
閃
円
三
浮
国
p
ら
嘗
①
卑
昌
島
O
o
巨
巨
o
昌
名
①
巴
昏
口
O
o
。
P
型
旨
9
な

ど
に
盛
ん
に
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
2
①
矩
国
日
覧
お
は
第
ニ
エ
ン
パ
イ
ア
を
さ
す
場
合
が
多
い
の
で
あ
つ
て
、
當
時
は
い
ま
だ
第
三
エ
ン

パ
イ
ア
は
出
來
て
い
な
か
つ
た
。
し
か
る
と
こ
ろ
へ
、
そ
の
主
た
る
植
民
地
の
進
展
し
た
る
自
治
領
民
族
國
の
成
立
に
基
く
組
維
の
攣
更
を
見
る

に
お
よ
ん
で
、
第
三
エ
ン
パ
イ
ア
が
唱
え
ら
れ
た
。

　
別
言
す
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
第
一
エ
ン
パ
イ
ア
と
い
う
の
は
、
そ
の
大
植
民
地
経
螢
の
第
一
期
に
當
る
碍
植
民
地
艦
制
の
マ
ー
カ
ン
チ

リ
ズ
ム
の
時
代
で
あ
つ
て
、
英
佛
七
年
戦
争
（
一
七
五
六
－
山
ハ
三
）
の
結
果
、
パ
リ
平
和
條
約
に
お
い
て
、
イ
ン
ド
と
北
ア
メ
リ
カ
の
中
に
大
殖
民

地
を
領
有
す
る
に
至
つ
た
一
七
六
三
年
か
ら
、
米
國
の
凋
立
職
孚
の
結
果
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
條
約
に
よ
り
、
正
式
に
北
米
十
三
州
を
失
つ
た
一
七
’

八
三
年
に
至
る
ま
で
の
二
十
年
間
の
植
民
地
國
家
を
さ
す
の
で
あ
る
。
そ
の
後
に
植
民
地
「
同
化
」
の
時
代
で
あ
る
第
ニ
エ
ン
パ
イ
ァ
が
生
れ
る

の
で
あ
る
。
こ
の
第
二
帝
國
建
設
時
代
約
三
十
年
間
（
一
八
三
七
ー
六
七
）
、
つ
い
で
地
域
的
蓮
合
の
時
代
約
四
十
年
間
（
一
八
六
七
1
一
九
〇
九
）
を

経
て
、
南
阿
蓮
邦
の
成
立
後
、
そ
の
中
核
を
な
す
自
治
領
が
次
第
に
震
達
し
て
第
】
次
世
界
大
職
以
來
、
大
に
そ
の
自
立
性
を
加
え
、
英
本
國
と

自
治
領
間
に
お
け
る
支
配
的
關
係
が
著
し
く
異
動
し
、
實
歌
に
帥
し
た
る
有
名
な
る
バ
ル
フ
ォ
ー
ア
報
告
の
定
義
に
お
い
て
も
、
．
．
目
富
質
〔
英
本
國

と
自
治
領
諸
國
〕
鷺
①
帥
暮
8
呂
5
塁
8
琶
琶
9
蕎
窃
琶
9
5
窪
①
切
鼻
楠
魯
国
巨
瓢
β
8
轟
＝
昌
ω
σ
言
ω
」
昌
き
≦
昌
塁
ぎ
＆
汐
暮
①
O
ま

ぢ
曽
。
夢
①
三
昌
帥
塁
選
）
①
g
。
p
｝
・
①
ぼ
〔
一
。
ヨ
婁
M
。
。
目
①
二
①
g
巴
帥
夢
塁
9
。
薦
｝
三
巳
一
g
ξ
鴛
。
唐
暮
冨
一
一
①
讐
曽
8
酢
。
夢
。
9
。
善

馨
〔
醐
皆
8
ξ
霧
ω
8
¢
富
α
器
目
①
巨
ぎ
岳
息
．
9
①
切
鼠
蔚
げ
9
蒙
ぎ
舅
話
巴
9
亀
乞
暮
δ
葛
’
、
、
と
記
し
て
あ
る
通
り
、
英
本
國
は
も
は
や
自



治
領
諸
國
に
封
す
る
上
位
概
念
で
な
く
、
そ
れ
等
と
封
等
の
地
位
と
な
り
、
或
は
均
等
の
地
位
に
顛
落
し
て
來
た
と
こ
ろ
か
ら
、
｝
九
二
六
年
に

お
け
る
右
の
英
帝
國
會
議
に
お
い
て
そ
の
關
係
が
實
際
上
に
確
立
し
、
，
一
九
三
一
年
の
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
ク
ー
法
に
お
い
て
、
そ
れ
が
法
規
の
上

に
明
丈
化
し
た
の
で
あ
つ
た
。
か
く
て
一
九
二
六
年
な
い
し
三
一
年
に
完
成
し
た
る
そ
の
後
の
英
帝
國
を
第
三
エ
ン
パ
イ
ア
と
稻
す
る
よ
う
に
な

つ
た
の
で
あ
る
。
元
來
英
本
國
に
劃
し
そ
れ
と
置
別
し
て
本
國
を
含
ま
す
に
植
民
地
を
指
し
て
い
た
円
富
閃
目
置
昏
国
唇
営
お
な
る
一
冒
葉
が
、
こ

こ
に
英
本
國
を
含
め
て
英
國
王
の
支
配
す
る
全
領
土
を
さ
す
言
葉
ど
な
つ
た
。
キ
ー
ス
敏
授
の
如
き
は
．
、
目
0
8
白
覧
9
①
窪
①
ヨ
①
導
冒
㎎
o
騰

窪
①
閃
匡
註
昏
国
B
覧
3
汐
㎎
①
ロ
R
巴
｝
浮
R
Φ
営
塁
甘
9
0
自
赫
①
｝
げ
①
”
段
9
鎮
①
q
巳
ぎ
創
囚
ぎ
鴫
3
巨
容
器
序
鳩
鳩
と
明
白
に
言
つ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

（
目
げ
o
O
o
＜
o
毎
巨
①
暮
の
亀
昏
⑩
穿
置
昏
国
ヨ
営
3
レ
鵠
①
・
型
蜀
）
。
こ
の
表
現
に
お
い
て
植
民
地
封
英
本
國
の
關
係
は
一
憂
し
て
、
植
民
地
お
よ
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
も

英
本
國
の
關
係
に
攣
り
、
第
三
エ
ン
パ
イ
ア
は
爾
者
を
併
せ
た
も
の
の
総
構
と
な
り
、
主
と
し
て
植
民
地
中
心
の
構
呼
で
あ
つ
た
第
一
、
第
ニ
ェ

ン
パ
イ
ア
と
は
意
味
・
内
容
を
異
に
す
る
に
至
つ
江
。

　
し
か
る
に
、
そ
の
後
、
又
、
円
冨
団
暮
置
『
国
目
覧
お
が
、
（
a
）
右
の
如
き
英
國
王
の
全
領
土
に
封
し
て
用
い
ら
れ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
そ

の
】
部
ー
英
本
國
語
よ
び
こ
れ
に
そ
の
属
領
を
含
め
た
も
の
、
別
言
す
れ
ば
、
英
國
王
の
全
領
土
の
中
か
ら
、
初
に
は
（
b
）
主
た
る
自
治
領
諸

國
と
イ
ン
ド
、
後
に
は
（
c
）
全
自
治
領
諸
國
を
引
き
去
つ
た
残
り
の
部
分
に
封
し
て
も
、
そ
の
内
容
を
憂
じ
た
る
新
し
い
意
味
に
密
い
て
用
い
ら

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
円
｝
6
閃
鉱
就
¢
げ
国
ヨ
b
嘗
Φ
の
三
つ
の
場
合
を
表
示
す
れ
ば
、

　
餌
）
　
自
ざ
巴
一
①
日
覧
お
百
邑
段
菩
①
切
匡
凱
ω
げ
9
0
類
P

び
y
穿
①
曽
一
酔
諄
国
筥
讐
①
人
b
①
慧
凝
u
。
旨
b
一
。
漢
＋
冒
量
y

　
o
）
　
目
冨
閃
ユ
駐
げ
国
含
覧
お
ー
ト
一
一
U
o
巨
巨
o
話
・

で
あ
つ
て
、
（
a
）
は
上
記
バ
ル
フ
ォ
ー
ア
報
告
の
定
義
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
（
b
）
は
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
條
約
の
署
名
例
に
見
ら
れ
る
英
本
國

で
あ
つ
て
、
一
九
三
二
年
ま
で
國
際
蓮
盟
の
用
例
と
な
つ
て
い
丸
も
の
で
あ
り
、
（
c
）
は
自
治
領
諸
國
の
猫
立
と
共
に
ま
す
く
明
白
に
英
本
國

　
　
　
英
國
名
の
愛
貌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一



　
　
　
英
國
名
の
墾
貌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二

と
そ
の
矯
領
を
示
す
に
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
と
は
別
に
英
帝
國
と
同
一
の
意
味
に
使
用
せ
ら
れ
た
目
げ
①
閃
葺
巨
｝
0
9
臣
き
舅
語
巴
昌
亀
2
暮
ご
霧
な
る
國
名
が
後
展
し
、
こ
の
僻

句
も
目
6
寄
三
診
国
響
豆
お
と
同
じ
く
、
廣
狭
種
六
の
用
法
を
生
す
る
に
至
つ
た
。
そ
う
し
て
す
で
に
共
和
國
と
な
つ
て
い
た
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
自
治
領
國
と
つ
い
で
自
治
領
國
に
昇
格
し
た
る
イ
ン
ド
が
共
和
國
と
な
り
、
前
者
が
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
か
ら
離
脆
し
、
後
者
が
そ
の
中
に
幾
留

を
決
定
す
る
に
お
よ
ん
で
、
目
冨
】
膨
置
誓
9
旨
菖
9
名
①
巴
夢
9
乞
暮
δ
冨
か
ら
廓
旨
一
昏
な
る
文
字
が
省
か
れ
て
、
現
在
の
英
蓮
邦
名
と

な
つ
て
い
る
の
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
と
い
う
言
葉
は
、
前
述
の
如
く
、
我
が
國
に
お
い
て
種
六
の
意
昧
に
用
い
ら
れ
て
甚
だ
し
く
混
雑
し
て
い
る

如
く
、
英
人
自
身
の
間
に
お
い
て
も
、
公
私
共
に
非
常
な
混
雅
が
あ
る
（
菊
昌
巴
H
匿
註
言
言
亀
ぎ
ε
§
暮
一
9
巴
》
崩
巴
量
一
．
富
一
躍
三
浮
国
ヨ
営
8
・

一
器
ド
乍
ε
し
。
　
イ
ギ
リ
ス
を
正
し
く
理
解
す
る
た
め
に
は
、
頗
る
煩
わ
し
い
英
國
も
し
く
は
英
帝
國
な
い
し
英
蓮
邦
と
い
う
言
葉
の
攣
遷
に
つ

い
て
知
る
と
こ
ろ
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
本
文
は
こ
の
英
國
名
に
つ
い
て
、
そ
の
攣
化
を
知
る
べ
き
一
助
た
ら
し
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
Q

　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
英
國
名
と
し
て
の
目
ヨ
覧
困

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
イ
）
　
国
葺
営
唇
の
畷
般
的
意
味

　
故
フ
ァ
ー
ス
教
授
が
目
6
昏
姦
診
国
5
豆
8
な
る
用
語
の
襲
達
を
論
明
す
る
際
に
言
つ
て
い
る
如
く
、
「
そ
れ
に
加
わ
つ
た
新
し
い
意
味
は

　
1
何
れ
も
特
殊
時
期
の
政
治
歌
態
か
ら
生
れ
た
も
の
で
あ
る
。
」
（
ρ
鯨
固
岳
ど
『
．
騨
窪
筈
寧
導
ぎ
u
ぎ
9
¢
ω
8
豊
警
臼
答
＆
。
巴
寄
≦
⑦
ヨ

＜
〇
一
・
図
＜
・
宕
o
』
p
》
育
鎧
一
㊤
一
〇
〇
・
型
誌
9
）
そ
う
し
て
、
こ
の
言
葉
が
そ
の
内
巾
乞
な
す
歴
史
的
事
實
の
攣
化
に
つ
れ
、
絶
え
す
憂
化
し
て
い
て

異
れ
れ
ば
問
題
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
時
と
し
て
異
つ
た
内
容
に
封
し
て
、
同
じ
言
葉
が
そ
の
ま
ま
用
い
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
こ
に
外

形
と
内
容
の
不
一
致
を
生
す
る
。
別
言
す
れ
ば
、
外
被
と
し
て
の
言
語
の
み
が
古
衣
の
如
く
に
取
り
残
さ
れ
て
、
そ
の
内
容
を
な
す
事
實
が
｝
歩



先
き
に
進
行
す
る
た
め
に
、
言
葉
の
上
に
混
雑
を
生
す
る
。
そ
れ
は
国
腎
風
お
な
る
言
葉
に
つ
い
て
も
言
え
る
こ
と
で
あ
る
。
　
シ
ー
リ
ー
の
名

著
国
昌
導
巴
自
9
国
躍
冨
邑
の
邦
課
者
、
加
藤
政
司
郎
氏
巻
言
つ
て
い
る
通
り
（
英
國
膨
脹
史
論
、
凡
例
三
頁
）
、
エ
ン
パ
イ
ア
の
謹
語
に
は
、

誰
し
も
多
少
の
困
難
を
感
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
こ
の
言
葉
の
歴
史
が
古
い
こ
と
の
た
め
に
、
今
日
で
は
同
じ
言
葉
が
、
種
女
の
意
味
に
用

い
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
元
來
国
旨
風
括
と
い
う
言
葉
は
、
そ
の
語
形
か
ら
も
納
得
せ
ら
れ
る
通
り
、
ラ
テ
ン
語
の
凶
巨
b
R
ご
ヨ
か
ら
出
た
も
の
で
適
る
こ
と
は
、
何
れ

の
癖
書
に
も
記
す
と
こ
ろ
で
あ
つ
て
、
マ
リ
オ
ッ
ト
の
記
す
と
こ
ろ
に
よ
る
と
（
国
”
日
目
o
詳
o
コ
包
‘
q
巳
く
①
廣
箆
匡
謎
ε
藁
亀
窪
o
譲
o
り
a
”

＜
o
一
」
・
男
や
o
。
紹
－
自
↑
）
、
語
源
的
に
は
国
簿
b
首
ρ
国
臣
冨
3
鮮
H
8
b
霞
麟
巴
」
巨
冨
鉱
巴
噛
暮
な
ど
の
言
葉
は
、
す
べ
て
ラ
テ
ン
語
の
ぎ
b
霧
鷲
o

（
指
揮
す
る
）
と
い
う
言
葉
に
關
係
が
あ
る
。
イ
タ
リ
ヤ
の
言
語
學
者
国
8
8
日
昆
は
、
イ
ン
ペ
リ
ウ
ム
を
主
人
が
そ
の
奴
隷
に
封
し
、
父
が
そ

の
子
供
に
封
し
、
夫
が
そ
の
妻
に
封
す
る
槽
力
、
等
汝
で
あ
る
と
定
義
し
て
い
る
が
、
今
も
そ
の
通
り
で
あ
つ
て
、
イ
ン
ペ
リ
ウ
ム
は
本
來
・
ー

マ
の
長
官
が
そ
の
命
令
に
服
從
さ
せ
る
た
め
に
椹
力
を
行
使
す
る
椹
利
で
あ
つ
た
と
し
、
「
プ
ツ
タ
ニ
カ
」
十
一
版
の
国
蓉
需
り
。
り
の
項
に
も
記
し

て
あ
る
通
り
、
「
從
來
・
ー
マ
帝
國
の
主
槽
者
に
よ
り
保
有
せ
ら
れ
た
裕
號
、
そ
の
時
以
後
は
、
或
は
派
生
に
よ
り
、
或
は
摸
倣
に
よ
り
、
他
の
主

椹
者
の
種
六
な
る
も
の
に
よ
・
つ
て
用
い
ら
れ
た
構
號
で
あ
る
。
共
和
政
治
下
に
語
い
て
は
、
こ
の
イ
ン
ペ
ラ
ト
ー
ル
な
る
語
は
イ
ン
ペ
リ
ウ
ム
を

與
え
ら
れ
た
何
れ
の
長
官
に
も
理
論
上
は
適
用
せ
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
實
際
上
に
藷
い
て
は
、
外
國
に
お
い
て
活
動
し
軍
除
を
指
揮
す
る
長
官
の

み
に
用
い
ら
れ
た
」
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
種
女
な
る
鍵
遷
を
維
て
、
近
世
に
お
い
て
は
も
つ
ぱ
ら
皇
帝
の
み
に
用
い
ら
れ
て
い
た
。
そ
う
し

て
こ
の
皇
帝
の
治
め
る
國
が
イ
γ
ペ
リ
ウ
ム
（
す
な
わ
ち
エ
ζ
ハ
イ
ァ
）
と
な
つ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
つ
い
で
十
九
世
紀
の
末
葉
に
お
け
る
国
旨
b
嘗
①
の
一
般
的
用
法
は
、
「
ブ
リ
タ
ニ
カ
」
九
版
（
一
八
七
九
年
刊
）
に
記
し
て
あ
る
通
り
、
「
皇
帝

（
国
蓉
b
R
自
）
　
の
構
號
を
も
て
る
入
に
よ
つ
て
統
治
せ
ら
れ
る
領
土
、
も
し
く
は
、
よ
の
二
般
的
に
は
、
廣
汎
な
る
領
域
を
示
す
に
用
い
ら
れ
る

言
葉
」
と
な
つ
て
い
た
の
が
、
二
十
世
紀
の
初
に
お
け
る
用
法
で
は
、
同
じ
「
ブ
リ
タ
ニ
カ
」
の
十
一
版
（
一
九
M
O
年
刊
、
＋
四
版
ま
で
同
じ
）
に
記

　
　
　
英
國
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三
四

し
て
あ
る
通
り
、
エ
ン
パ
イ
ア
は
「
現
在
は
大
な
る
面
積
で
、
か
つ
叉
、
（
通
例
）
複
合
性
の
國
家
を
示
す
に
用
い
ら
れ
、
皇
帝
に
よ
つ
て
統
治
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
エ
デ
レ
こ
シ
ヨ
ン

ら
れ
る
こ
と
が
多
い
け
れ
ど
も
、
必
す
し
も
そ
う
と
は
限
ら
な
い
。
（
第
一
次
大
職
前
の
）
ド
イ
ッ
帝
國
の
如
く
、
蓮
合
國
な
る
こ
と
も
、
（
革
命
前
ρ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
モ
ン
ウ
エ
ル
ス

・
シ
ヤ
帝
國
の
如
く
、
軍
｝
國
な
る
こ
と
も
、
或
は
叉
、
（
以
前
の
）
英
帝
國
の
如
く
、
数
個
の
属
領
を
合
一
し
た
る
自
由
諸
國
の
緩
漫
な
る
國
家

な
る
こ
と
さ
え
も
あ
る
Q
」

　
か
く
し
て
、
時
の
経
過
と
共
に
、
エ
ン
パ
イ
ア
の
意
昧
が
攣
つ
て
來
た
。
エ
ン
パ
イ
ア
本
來
の
意
味
で
あ
つ
た
ギ
リ
シ
ャ
・
・
i
マ
的
の
イ
ン

ペ
リ
ウ
ム
の
も
つ
支
配
的
椹
力
、
つ
い
で
支
配
者
そ
の
人
の
勢
力
の
増
加
に
つ
れ
、
「
皇
帝
」
に
お
い
て
完
，
成
し
た
る
「
廣
大
無
邊
な
る
椹
力
」

（
ぎ
b
霞
ご
日
冒
量
凶
言
目
唐
暫
冒
・
）
が
、
支
配
権
と
多
少
凋
裁
的
な
る
個
人
に
重
き
を
お
く
、
彊
大
な
る
國
家
そ
の
者
を
意
昧
す
る
様
に
な
り
、
そ

の
間
、
四
世
紀
の
終
末
頃
、
ス
ト
ア
哲
學
に
代
つ
て
キ
リ
ス
ト
教
が
受
容
せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
帝
國
と
キ
リ
ス
ト
教
と
は
相
印
不
離
の
關
係

を
辿
つ
て
い
た
（
輿
身
鱒
o
♪
§
匙
こ
℃
マ
竈
ー
ト
。
ご
が
、
古
代
の
ロ
！
マ
帝
國
が
崩
壌
し
た
後
に
お
い
て
も
、
世
界
的
｝
帝
國
（
q
昌
お
屋
巴

国
彗
営
8
）
の
思
想
と
世
界
的
一
教
會
（
宗
教
）
の
親
念
は
残
り
、
前
者
は
中
世
か
ら
近
世
に
わ
た
る
神
聖
ロ
ー
マ
帝
國
に
お
い
て
、
政
治
的
方
面

に
具
盟
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
國
家
も
中
世
の
理
想
と
し
て
の
軍
一
な
る
宇
大
國
家
の
外
観
は
具
え
て
い
た
も
の
の
、
歳
月
と
共
に
、
つ

い
に
「
神
聖
で
も
ロ
ー
マ
で
も
帝
國
で
も
」
な
く
な
り
、
そ
の
最
高
統
治
者
と
し
て
の
皇
帝
の
僅
力
が
次
第
に
萎
縮
し
、
皇
帝
億
名
の
み
で
あ
つ

て
領
域
的
封
建
國
家
と
し
て
の
自
己
の
本
領
に
む
げ
る
實
力
に
依
存
す
る
こ
と
と
な
つ
て
め
た
と
こ
ろ
か
ら
、
後
か
ら
見
れ
ば
、
，
皇
帝
と
し
て
の

威
嚴
も
宗
教
的
の
香
り
も
共
に
失
わ
れ
、
上
古
の
ロ
ー
マ
帝
國
と
同
じ
く
地
域
的
大
國
家
の
残
骸
が
世
人
の
念
頭
を
占
め
る
様
に
な
り
、
又
、
紳

聖
・
ー
マ
帝
國
が
長
期
聞
、
複
雑
多
様
な
る
諸
國
の
集
團
で
あ
つ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
「
複
合
性
國
家
」
或
は
「
大
國
」
又
は
「
廣
域
圏
」
の
概
念
が

生
ま
れ
、
近
世
に
お
け
る
植
民
國
家
の
穫
展
と
共
に
、
一
暦
地
域
的
性
格
が
強
ま
つ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
か
よ
う
に
見
て
來
る
と
、
エ
シ
パ
イ
ア
の
語
義
の
中
に
は
、
常
に
皇
帝
と
い
う
も
の
を
戴
い
て
い
た
時
の
「
帝
國
」
と
い
う
感
情
が
、
ど
ご
か

に
潜
ん
で
い
る
様
に
思
わ
れ
は
す
る
が
、
バ
ー
カ
ー
の
剛
一
．
．
R
う
如
く
、
「
個
入
で
は
な
く
」
「
主
椹
國
家
に
よ
つ
て
統
治
せ
ら
れ
る
属
領
の
聚
合
」
と



も
な
り
、
本
來
の
統
治
者
た
る
「
皇
帝
の
國
」
と
い
う
人
的
要
素
が
薄
ら
ぎ
、
一
部
で
は
そ
れ
が
全
く
問
題
と
せ
ら
れ
な
く
な
り
、
も
と
も
と
支

配
者
に
置
か
れ
て
い
た
も
の
が
次
第
に
地
域
の
上
に
移
行
し
、
そ
の
重
貼
が
属
人
主
義
か
ら
属
地
主
義
へ
と
韓
換
し
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
一
九
一
八
年
以
後
の
ド
イ
ッ
（
ワ
ィ
マ
ー
共
和
國
と
第
三
ラ
ィ
ヒ
）
に
お
い
て
、
ラ
イ
ヒ
と
い
う
同
じ
丈
字
を
用
い
な
が
ら
、
そ
こ
に
は
大
統

領
や
総
統
が
あ
つ
て
皇
帝
が
な
く
、
イ
ギ
リ
ス
が
エ
ン
パ
イ
ア
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
名
に
相
鷹
し
い
皇
帝
を
も
た
な
か
つ
た
黙
に
お
い
て
も
知

ら
れ
る
。
全
イ
ギ
リ
ス
の
統
治
者
は
国
ヨ
b
霞
9
で
な
く
、
国
日
㎎
で
あ
つ
丸
か
ら
で
あ
る
。

（
口
）
　
目
ぎ
国
旨
葺
答
国
旨
宮
審
の
古
い
意
味

　
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
、
古
く
か
ら
そ
の
王
國
が
9
§
①
筥
且
お
で
あ
る
こ
と
が
主
張
せ
ら
れ
、
當
時
の
曼
ぎ
国
営
ロ
冨
（
す
な
わ
ち
紳
聖
・
ー

マ
帝
國
）
に
何
等
の
優
越
性
を
認
め
な
い
の
で
あ
つ
た
。
不
思
議
の
よ
う
で
は
あ
る
が
、
十
世
紀
の
ア
ン
グ
・
・
サ
ク
ソ
ン
文
書
に
は
、
ス
タ
ブ
ス
が

そ
の
憲
法
史
に
記
し
て
い
る
如
く
、
諸
王
に
よ
つ
て
帝
號
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。
卜
窪
巴
箸
導
か
ら
O
置
暮
①
に
至
る
ま
で
の
英
國
王
は
正
規

に
帝
號
（
閃
器
瀞
畠
｝
O
器
Φ
鶏
L
巨
℃
R
暮
零
の
何
れ
か
）
を
主
張
し
て
用
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
西
ヨ
ー
・
ッ
パ
の
何
れ
の
諸
君
主
に
よ
つ
て

も
借
用
さ
れ
な
か
つ
た
も
の
で
あ
る
。
又
、
H
g
b
霞
暮
2
な
る
語
は
エ
ド
ワ
ー
ド
一
世
（
＝
｝
七
一
1
＝
二
〇
七
）
、
リ
チ
ャ
ー
ド
こ
世
（
ニ
ニ
七
七

－
九
九
）
、
お
よ
び
へ
γ
リ
ー
五
世
（
一
四
；
丁
一
三
）
に
よ
り
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
後
代
の
ヘ
ン
リ
τ
八
世
（
一
五
〇
九
1
四
七
）

の
主
張
に
も
見
ら
れ
る
。
ヘ
ン
リ
ー
八
世
は
例
の
離
婚
問
題
に
絡
ん
で
、
・
ー
マ
法
王
の
騰
絆
を
腕
し
た
と
き
、
輩
に
法
王
だ
け
で
な
く
神
聖
・

ー
マ
皇
帝
か
ら
も
凋
立
を
主
張
し
、
英
國
會
が
ロ
ー
マ
法
王
へ
の
上
告
禁
止
法
（
oo
叶
暮
暮
o
亀
卜
篭
＄
『
呂
。
。
o
。
）
の
中
に
、
古
い
典
擦
に
よ
り
こ

の
イ
ギ
リ
ス
王
國
は
同
じ
帝
冠
と
．
威
嚴
と
王
領
と
を
有
す
る
「
一
人
の
最
高
の
元
首
に
し
て
王
」
に
よ
り
統
治
せ
ら
れ
る
嘗
①
目
風
括
で
あ
る

こ
と
を
宣
言
↓
て
い
る
よ
う
に
（
ハ
マ
ー
ト
ン
、
前
掲
書
、
三
九
八
頁
）
、
他
の
君
主
に
封
し
忠
順
の
義
務
を
負
わ
な
い
浩
極
的
な
主
張
を
し
て
い
る
の

で
あ
つ
て
（
バ
ー
カ
ー
、
前
掲
書
、
六
頁
）
、
濁
立
の
主
灌
國
家
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
（
鋭
甲
国
①
客
F
目
蕃
目
o
目
ぎ
ご
房
器
ω
o
＜
①
お
置
冨
禦
暮
o
腔
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三
六

円
富
冒
0
8
昌
言
試
。
霧
曽
邑
O
o
ε
9
目
①
暮
の
L
綿
鉾
塑
鱒
）
、
む
し
ろ
「
威
嚴
」
を
示
す
も
の
な
の
で
あ
つ
た
。

　
そ
の
後
、
こ
の
語
は
二
つ
以
上
の
國
の
合
同
に
よ
つ
て
構
成
せ
ら
れ
た
複
合
國
（
”
8
一
昌
。
終
Φ
。
。
魯
彗
①
）
を
意
昧
す
る
よ
う
に
な
り
、
一
六
〇
三

年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
國
王
ジ
ェ
ー
ム
ズ
六
世
が
イ
ギ
リ
ス
の
國
王
を
象
任
し
て
ジ
ェ
ー
ム
ズ
一
世
を
構
し
、
英
・
ス
爾
王
國
が
君
主
を
共
有
す

る
い
わ
ゆ
る
君
合
國
（
寄
屋
。
轟
一
q
菖
9
）
を
形
成
す
る
に
お
よ
ん
で
「
一
島
一
王
國
」
の
理
想
が
實
現
せ
ら
れ
、
蓮
合
王
國
（
9
旨
9
屡
躍
3
邑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
k

は
エ
ン
パ
イ
ア
と
構
せ
ら
る
べ
く
、
そ
の
主
構
者
は
内
睡
冨
3
㎏
9
Q
8
暮
じご
旨
曳
昌
と
稔
す
べ
き
で
あ
る
と
の
提
言
が
あ
り
、
一
六
〇
四
年

刊
行
の
匿
名
の
一
小
冊
子
に
は
こ
の
合
同
を
「
古
來
の
最
も
幸
幅
な
る
エ
ン
パ
イ
ア
の
獲
端
」
で
あ
る
と
記
し
、
王
も
同
年
の
勅
語
の
中
に
、

「
こ
れ
等
二
大
國
か
ら
成
立
せ
る
我
等
の
同
導
冨
二
巴
目
o
量
器
ξ
は
今
後
長
ら
く
向
う
と
こ
ろ
敵
す
る
も
の
の
な
い
大
ブ
リ
、
テ
ン
の
王
國
と
い

う
合
同
の
名
構
を
保
持
す
べ
き
で
あ
る
」
と
宣
言
し
、
「
大
槽
の
震
動
に
よ
り
」
自
か
ら
国
ぎ
㎎
9
0
お
暮
劇
二
δ
巴
冨
の
構
號
を
採
用
せ
ん
と
し

た
の
で
あ
る
。
漸
次
こ
の
新
名
構
は
一
般
に
用
い
ら
れ
る
様
に
な
り
、
劇
鼠
就
魯
国
ヨ
覧
8
と
国
覧
鉾
P
鼠
o
国
5
覧
お
な
る
用
語
も
折
六
用
い
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
爾
語
の
中
に
、
西
イ
ン
ド
諸
島
や
ア
メ
リ
カ
大
陸
の
植
民
地
が
含
ま
れ
る
様
に
な
つ
た
の
は
、
一
六
八
九
年
リ
ッ
ト
ル
ト
ン
が

日
富
閃
鼻
邑
｝
国
琶
営
お
と
述
べ
た
の
と
、
一
七
〇
七
年
五
月
一
日
に
グ
レ
ー
ト
・
ブ
リ
テ
ン
が
英
・
ス
爾
王
國
の
法
律
上
の
用
語
と
な
つ
て
か

ら
数
ヵ
月
後
に
、
オ
ー
ル
ド
ミ
ク
ソ
ン
の
書
物
の
中
に
藪
同
用
い
ら
れ
た
の
に
始
ま
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
こ
の
語
は
公
式
に
用
い
ら
れ
た
も

の
で
は
な
く
、
い
ま
だ
政
治
上
の
通
用
語
と
は
な
つ
て
い
な
か
つ
た
。

　
し
か
る
に
、
英
人
は
そ
の
領
土
の
撞
大
に
俘
い
、
七
年
戦
雫
の
終
末
頃
か
ら
、
グ
レ
ー
ト
・
ブ
リ
テ
ン
が
世
界
國
家
と
な
つ
た
こ
と
を
意
識
し

始
め
、
か
よ
う
な
意
識
が
昂
ま
る
に
つ
れ
、
新
術
語
の
必
要
に
迫
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
普
及
し
て
い
な
か
つ
た
目
お
凋
該
菖
警
国
営
覧
お
と
い
う

成
語
が
一
般
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
つ
た
。
英
本
國
の
ア
メ
リ
カ
植
民
地
へ
の
課
税
椹
の
論
孚
が
こ
の
言
葉
の
普
及
を
助
け
た
。
そ
れ
は
ジ
・

ー
ジ
三
世
に
よ
つ
て
遠
慮
勝
ち
に
用
い
ら
れ
、
叉
、
チ
ャ
タ
ム
の
演
詮
に
も
見
ら
れ
た
が
、
つ
い
に
バ
ー
ク
に
よ
つ
て
判
然
た
る
用
法
を
見
る
に

至
つ
た
。
バ
ー
ク
は
、
こ
の
語
を
「
共
同
の
一
元
首
を
戴
く
藪
個
の
國
家
の
集
團
」
で
あ
つ
て
、
「
肚
會
的
團
艦
の
大
な
る
政
治
的
蓮
合
」
で
あ
る



と
定
義
し
て
い
る
。
こ
れ
は
今
日
な
お
用
い
ら
れ
て
い
る
「
エ
ン
パ
イ
ア
」
の
一
つ
の
意
咲
，
で
あ
る
。

　
本
節
は
、
英
國
の
學
者
が
常
に
引
用
し
て
い
る
様
に
、
主
と
し
て
上
掲
フ
ァ
ー
ス
教
授
の
記
述
に
よ
つ
た
も
の
で
あ
つ
て
、
こ
れ
に
よ
つ
て
エ

ン
パ
イ
ア
に
は
主
槽
國
家
と
し
て
の
奮
意
義
か
ら
複
合
國
や
植
民
地
叉
は
そ
の
蓮
合
を
意
味
す
る
こ
と
が
、
實
際
に
用
い
ら
れ
た
言
葉
の
上
か
ら

明
ら
か
に
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
十
九
世
紀
以
後
に
お
い
て
は
、
こ
れ
等
の
事
實
が
、
英
國
王
の
構
號
の
攣
遽
の
上
に
も
見
ら
れ
、
第
一
次
大
戦
前
後
よ
り
し
て
は
、
英
本
國
と

自
治
領
な
い
し
植
民
地
と
の
關
係
の
異
動
に
つ
れ
、
從
來
用
い
ら
れ
て
い
た
種
女
の
方
法
が
、
次
第
に
統
一
せ
ら
れ
て
判
然
た
る
新
意
義
を
示
す

様
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

（
ハ
）
　
目
一
一
〇
頃
怯
該
昌
国
ヨ
覧
冨
の
新
し
い
慧
味

　
イ
ギ
リ
ス
は
、
前
述
の
如
く
、
英
國
王
の
全
領
土
を
総
括
す
る
意
味
に
む
い
て
の
「
帝
國
」
（
国
舅
営
お
）
を
統
治
す
る
「
皇
帝
」
（
国
冒
も
霞
黛
）

の
い
な
い
國
で
あ
る
。
我
等
は
今
日
邦
文
の
外
交
文
書
や
新
聞
紙
上
に
お
い
て
、
英
國
「
皇
帝
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
い
る
が
、
そ
れ
は
國
際

儀
禮
上
、
大
國
と
小
國
の
差
別
な
く
、
国
巨
b
角
自
を
も
H
〈
ぎ
騎
を
も
、
等
し
く
一
様
に
「
皇
帝
」
と
奪
稻
し
た
謹
語
を
與
え
て
い
る
か
ら
で
あ

つ
て
、
英
國
公
使
パ
ー
ク
ス
と
澤
外
務
卿
と
の
談
論
に
由
來
す
る
（
林
董
伯
「
後
は
昔
の
記
」
コ
四
1
＝
七
買
）
。
我
が
國
特
有
の
こ
の
用
洪
は
、

西
洋
史
上
の
術
語
と
し
て
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
慣
用
に
反
す
る
も
の
で
あ
る
。
英
帝
國
の
指
導
國
家
と
し
て
の
英
本
國
は
、
前
述
の
主
椹
國

家
と
し
て
の
特
例
を
除
き
、
中
世
以
來
の
格
式
か
ら
言
え
ば
、
国
ぎ
豊
o
ヨ
（
王
國
）
の
地
位
で
あ
り
、
そ
の
統
治
者
は
「
キ
ン
グ
」
（
王
）
の
姿
格

で
あ
つ
て
、
白
王
帝
と
は
言
え
な
い
の
で
あ
る
。

「
皇
帝
」
（
国
巨
竃
3
円
）
と
は
、
周
知
の
如
く
、
中
世
の
慣
用
で
は
「
王
」
（
キ
ン
グ
）
に
封
す
る
上
位
概
念
で
あ
つ
て
、
ブ
ラ
イ
ス
卿
も
そ
の
名
著

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
ニ
ヴ
ア
じ
サ
ル

「
紳
聖
ロ
ー
マ
帝
國
」
に
お
い
て
、
「
キ
ン
グ
は
世
界
的
主
槽
者
と
は
な
り
え
ぬ
、
多
く
の
キ
ン
グ
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
皇
帝
は
世
界
的
で
な
く

　
　
　
英
國
名
の
憂
貌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七



　
　
　
英
図
名
の
墾
貌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八

て
は
な
ら
な
い
、
た
冥
一
人
の
皇
帝
が
あ
る
の
み
だ
か
ら
で
あ
る
」
と
い
い
、
マ
リ
オ
ッ
ト
も
皇
帝
は
本
來
「
王
中
の
王
」
で
あ
つ
て
、
例
え
ば

ド
イ
ッ
皇
帝
又
は
国
お
冒
a
①
。
q
昌
閑
言
㎎
0
8
罐
①
く
冒
H
巳
母
の
如
き
で
あ
る
（
ハ
マ
；
ト
ン
、
前
掲
書
、
三
九
九
頁
）
と
い
つ
て
い
る
。
こ
れ

に
よ
つ
て
も
分
る
通
り
、
英
國
王
は
イ
ン
ド
に
お
い
て
の
み
皇
帝
を
稽
す
る
こ
と
が
出
來
た
の
で
あ
つ
た
。

　
そ
れ
故
、
イ
ギ
リ
ス
の
譜
王
は
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
を
始
め
、
ウ
ィ
リ
ヤ
ム
三
世
、
ジ
ョ
ー
ジ
一
世
、
二
世
、
三
世
、
み
な
王
名
に
、
ラ
テ
ン

語
で
王
又
は
女
王
を
意
味
す
る
R
（
8
図
簿
8
鴨
轟
の
略
字
）
を
加
え
て
自
署
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
－
く
邑
昼
ヨ
園
こ
0
8
彊
o
鐸
の
如
く
で
あ

る
。
つ
い
で
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ヤ
女
王
は
そ
の
途
中
か
ら
、
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
を
経
て
ジ
・
ー
ジ
五
世
、
六
世
、
み
な
R
の
あ
と
に
ラ
テ
ン
語
で
皇
帝

又
は
女
皇
を
意
味
す
る
ー
（
凶
三
）
角
9
9
0
二
目
冨
轟
鼠
図
の
略
字
）
を
加
え
て
署
名
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
ド
イ
ツ
の
第
二
帝
國
に
お
い
て
も
、

ウ
ィ
リ
ヤ
ム
ニ
世
が
好
ん
で
≦
旨
邑
匿
一
罰
（
順
序
は
逆
で
あ
る
が
）
と
署
名
し
た
こ
と
は
周
知
の
如
く
で
あ
る
。
し
か
る
に
こ
の
ー
は
同
℃
ラ

テ
ン
語
で
あ
り
な
が
ら
、
イ
ギ
リ
ス
と
ド
イ
ツ
で
は
そ
の
内
容
を
異
に
す
る
の
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
で
は
ド
イ
ツ
人
の
皇
帝
と
し
て
属
人
主
義
を
と

り
全
ド
イ
ッ
的
で
あ
る
の
に
、
英
國
で
は
属
地
主
義
を
と
り
酉
洋
の
中
世
に
お
い
て
領
土
の
塘
加
に
つ
れ
順
亥
そ
れ
に
基
く
構
號
を
加
え
て
い
つ

た
の
と
同
じ
く
、
英
國
王
の
所
領
の
一
部
に
近
く
ま
で
一
帝
國
イ
ン
ド
が
存
し
、
英
國
王
が
イ
ン
ド
の
皇
帝
を
粂
任
し
て
い
た
の
で
あ
つ
て
、
日

本
流
に
考
え
易
い
様
に
、
全
英
帝
國
の
皇
帝
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
か
つ
た
。

　
右
は
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ャ
女
王
の
治
世
に
、
そ
れ
ま
で
事
實
上
嚢
展
を
途
げ
て
い
た
イ
ン
ド
を
、
法
制
上
に
お
い
て
も
英
國
王
の
直
轄
地
と
し
た
た

め
に
、
一
八
七
六
年
の
目
ぎ
園
昌
巴
目
菖
雷
卜
9
に
よ
り
、
女
王
が
從
來
の
王
號
の
終
末
に
　
国
蜜
箕
霧
ω
亀
H
邑
猷
の
新
構
號
を
加
え
る
こ

と
に
な
つ
た
が
た
め
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
そ
の
後
英
國
王
の
構
號
は
三
た
び
（
一
九
〇
一
年
と
一
九
三
七
年
と
一
九
四
七
年
と
に
）
改
正
せ
ら
れ
た

が
、
最
後
の
一
九
四
七
年
の
イ
ン
ド
濁
立
法
（
第
七
條
二
項
）
に
語
い
て
、
英
國
會
は
英
國
王
の
稻
號
か
ら
公
式
ラ
テ
ン
語
の
ぎ
急
器
冒
も
巽
簿
簿

と
そ
の
英
語
国
ヨ
リ
R
自
亀
冒
＆
餌
の
聯
句
を
創
除
す
る
こ
と
に
同
意
を
與
え
、
英
國
王
治
下
の
イ
ン
ド
帝
國
は
七
十
年
の
壽
命
を
終
え
た
の

で
あ
る
。



　
前
述
の
如
く
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
、
ラ
テ
ン
語
系
の
エ
ン
パ
イ
ア
を
、
そ
の
傳
統
を
交
え
歩
に
特
有
な
る
用
法
に
お
い
て
使
用
し
、
イ
ギ

リ
ス
が
紳
聖
ロ
ー
マ
帝
國
に
所
属
し
な
い
こ
と
、
別
言
す
れ
ば
、
そ
の
凋
立
と
威
嚴
を
示
す
清
極
的
な
意
昧
に
用
い
て
い
た
の
に
、
時
の
移
る
と

共
に
、
そ
れ
が
幾
分
積
極
的
な
意
味
を
も
つ
様
に
な
つ
た
。

　
こ
の
特
有
な
意
味
に
お
い
て
の
エ
ン
パ
イ
ア
は
、
近
世
史
の
獲
端
に
語
い
て
、
　
ヨ
ー
質
ッ
パ
諸
國
の
海
外
進
出
と
共
に
穫
展
し
た
る
海
國

（
竃
舘
§
目
㊦
①
目
且
お
胆
）
の
一
つ
で
あ
つ
て
、
・
ー
マ
の
傳
統
と
は
關
係
の
な
い
大
國
、
特
に
植
民
地
の
意
味
に
用
い
ら
れ
た
。
そ
れ
は
例
え
ば

爵
①
8
δ
巳
巴
①
菖
b
ぽ
P
夢
①
国
お
昌
9
8
ざ
風
9
一
①
臼
覧
お
し
ぎ
句
お
暮
F
O
震
9
騨
昌
即
且
騨
呂
聾
8
δ
鼠
巴
Φ
冒
b
貯
窃
な
ど
に
見
る
如
く
、

イ
ギ
リ
ス
で
は
δ
妻
0
8
δ
三
巴
①
唐
覧
冨
ω
す
な
わ
ち
目
ぎ
国
議
酔
閃
鉱
募
げ
国
管
風
8
と
目
冨
ω
①
8
鼠
劇
同
崔
誓
国
ヨ
覧
お
と
を
意
味
し
た

の
で
あ
る
。
別
言
す
れ
ば
そ
れ
は
統
治
者
そ
の
人
の
樗
號
或
は
奮
來
の
概
念
を
輕
く
見
て
、
そ
の
領
域
の
大
き
な
ー
ー
海
外
の
ー
諸
領
を
さ
す

も
の
で
あ
つ
て
、
エ
ン
パ
イ
ア
の
一
つ
の
新
し
い
意
味
で
あ
る
。

　
又
別
に
近
く
ま
で
一
部
に
行
わ
れ
て
い
た
そ
の
後
の
用
法
に
お
い
て
の
円
ぎ
閃
鳳
密
げ
国
ヨ
風
冨
な
る
用
語
は
、
植
民
地
や
イ
ン
ド
の
そ
れ

で
は
な
く
、
植
民
地
お
よ
び
イ
ン
ド
を
含
め
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
ブ
リ
タ
ニ
カ
」
（
＋
一
版
）
．
の
ブ
リ
チ
ッ
シ
ュ
・
エ
ン
パ
イ
ア
の
項
に
示
す

通
り
、
「
そ
の
佳
民
は
種
汝
な
る
政
膿
の
下
に
お
い
ズ
、
結
局
、
英
王
冠
を
最
高
の
元
首
と
仰
ぐ
領
域
の
全
集
合
に
散
漫
に
與
え
ら
れ
た
る
名
構
で

あ
る
。
」
こ
－
れ
は
一
九
二
六
年
の
英
帝
國
會
議
に
お
い
て
、
帝
國
内
の
植
民
地
關
係
に
つ
い
て
調
査
を
途
げ
た
る
バ
ル
フ
ォ
ー
ア
委
員
會
の
報
告
に

よ
つ
て
與
え
ら
れ
た
る
前
記
の
定
義
に
見
る
如
く
、
近
く
ま
で
、
英
本
國
と
自
治
領
諸
國
と
は
「
英
民
族
國
蓮
邦
（
膚
ぎ
卑
置
浮
9
ヨ
目
自
笥
＄
一
跨

亀
2
暮
ざ
塁
）
の
成
員
と
し
て
自
由
に
蓮
合
し
た
る
…
…
英
帝
國
（
望
Φ
卑
蕎
警
国
9
冨
①
）
内
の
自
治
的
團
髄
」
で
あ
つ
て
、
イ
ン
ド
の
特
殊
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

位
は
、
當
時
、
同
報
告
に
お
い
て
「
一
九
一
九
年
の
イ
ン
ド
統
治
法
に
よ
砂
定
め
ら
れ
た
…
…
帝
國
内
に
お
け
る
イ
ン
ド
の
地
位
」
と
論
か
れ
て

い
る
の
に
よ
つ
て
も
、
イ
ン
ド
が
そ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
虎
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。

　
か
く
の
如
く
、
元
來
英
本
國
に
封
し
て
そ
れ
と
癌
別
し
て
本
國
を
含
ま
す
に
植
民
地
を
指
し
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
の
第
一
、
第
二
帝
國
と
は
異
な

　
　
　
英
國
名
の
愛
貌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九



　
　
　
英
園
名
の
塗
貌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇

り
、
こ
こ
に
第
一
次
大
戦
の
結
果
と
し
て
英
本
國
を
も
諸
自
治
領
お
よ
び
罵
領
を
も
イ
ン
ド
を
も
、
別
言
す
れ
ぱ
、
英
國
王
の
支
配
す
る
全
領
土

を
示
す
言
葉
と
し
て
の
エ
ン
パ
イ
ア
の
新
し
い
意
味
が
用
い
ら
れ
る
様
に
な
つ
た
。
こ
れ
は
す
な
わ
ち
膚
ゲ
¢
膚
鼠
注
国
鼠
畝
移
国
筥
鳳
お
の
意

味
で
あ
る
。

　
そ
れ
が
後
述
す
る
と
こ
ろ
の
日
ぎ
閃
風
募
『
9
彗
巨
呂
類
①
巴
夢
鼠
乞
暮
ざ
房
の
別
語
と
し
て
、
殆
ん
ど
同
一
の
意
味
に
用
い
ら
れ
て
い
た

こ
と
は
、
英
國
に
お
い
て
公
平
な
る
見
地
に
立
つ
て
研
究
賓
料
の
供
給
を
目
的
と
す
る
牛
官
牛
民
的
な
研
究
團
膿
（
閑
o
峯
＝
諾
試
言
富
亀
ぎ
富
マ

菖
ぎ
影
一
降
浮
富
）
の
一
報
告
で
あ
る
目
冨
尉
鼻
邑
一
国
巳
b
嘗
ρ
お
o
。
8
の
一
〇
頁
に
も
示
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。
同
書
に
む
い
て
は
、
英
國
王
の

全
領
土
を
示
す
に
は
国
e
営
話
と
O
o
唐
目
o
舅
奉
巴
さ
の
爾
語
を
用
い
る
こ
と
と
し
、
「
諸
國
家
の
集
團
」
が
「
全
膿
」
と
し
て
見
ら
れ
る
場
合

に
は
エ
ン
パ
イ
ア
を
用
い
、
そ
の
属
領
と
共
に
自
治
領
諸
國
間
に
存
す
る
「
自
由
な
る
蓮
合
と
い
う
關
係
」
に
注
意
を
向
け
る
場
合
に
は
コ
モ
ン

ウ
ェ
ル
ス
を
用
い
る
。
そ
う
し
て
前
述
の
英
國
特
有
の
意
味
に
お
い
て
の
エ
ン
パ
イ
ア
は
外
部
の
支
配
か
ら
の
自
由
を
、
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
は
内

部
に
お
け
る
自
由
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
（
》
型
Z
o
要
ε
P
卜
｝
注
邑
8
」
栢
o
”
お
9
窪
o
国
匡
試
浮
国
5
｝
旨
ρ
一
謹
ρ
雪
嶺
し
。
し
か
し
な
が

ら
、
第
三
英
帝
國
に
お
い
て
の
エ
ン
パ
イ
ア
は
、
奮
來
の
一
般
的
エ
ン
パ
イ
ァ
に
蓮
想
せ
ら
れ
る
帝
國
主
義
的
、
侵
略
的
、
支
配
的
な
意
味
を
厭

う
て
、
同
じ
冒
葉
を
用
い
な
が
ら
、
こ
れ
に
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
の
も
つ
民
主
的
、
李
和
的
、
協
同
的
な
新
し
い
意
味
を
與
え
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
つ
た
。
そ
の
た
め
に
キ
ン
グ
・
ホ
ー
ル
（
ω
・
国
嘗
㎎
，
自
毘
・
O
霞
O
零
β
目
巨
o
孤
』
〈
o
蚕
弘
総
㎝
・
）
の
如
く
、
目
る
国
臣
叶
巨
固
国
匡
風
8
（
2
①
名

・
な
δ
）
と
が
（
一
旨
⑦
ω
昌
一
〇
）
な
ど
と
括
弧
を
加
え
て
論
明
し
た
書
物
も
存
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
そ
の
内
容
を
攣
じ
た
る
エ
ン
パ
イ
ァ
の
意
味

で
あ
る
。

　
し
か
る
に
、
エ
ン
パ
イ
ア
に
は
今
一
つ
別
個
の
意
味
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
前
述
の
（
c
）
の
英
本
國
に
全
自
治
領
以
外
の
届
領
を
含
ま
せ
た
も
の

と
、
も
し
く
は
（
b
）
の
主
た
る
自
治
領
と
イ
ン
ド
を
除
い
た
全
属
領
を
英
本
國
に
加
え
た
も
の
と
を
指
す
場
合
で
あ
る
。
こ
の
場
合
は
國
際
連
盟

に
お
い
て
、
一
匹
三
一
年
ま
で
使
用
せ
ら
れ
た
特
異
な
一
時
的
用
法
で
あ
つ
て
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
條
約
の
冒
頭
に
掲
げ
ら
れ
た
蓮
盟
規
約
末
尾
の



附
屡
書
に
見
え
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
耶
和
條
約
の
署
客
國
と
し
て
英
帝
國
、
そ
の
下
に
一
字
右
へ
寄
せ
て
カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ヤ
、

南
ア
フ
リ
カ
、
　
ニ
ュ
ー
・
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
　
イ
ン
ド
が
鼓
べ
て
記
載
せ
ら
れ
て
い
る
（
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
は
い
寅
だ
自
治
領
の
地
位
を
え
て
い
な
い
の
で
常
然

記
載
酔
、
れ
て
な
い
）
。
條
約
草
案
に
お
い
て
英
帝
國
の
つ
ぎ
に
記
し
て
あ
つ
た
目
器
q
臣
言
血
国
言
豊
。
旨
の
丈
字
が
そ
こ
に
は
見
出
さ
れ
な
い
。

か
く
英
本
國
を
省
い
た
の
は
円
富
切
風
軌
浮
国
巨
覧
お
の
中
に
含
ま
せ
て
そ
の
統
一
を
彊
調
し
よ
う
と
し
た
も
の
の
様
で
、
結
局
、
．
．
】
罪
窪
誓

国
騨
営
お
、
、
は
O
お
暮
閃
溢
鼠
置
の
同
義
語
と
見
徹
さ
れ
、
自
治
領
諸
國
と
イ
ン
ド
き
は
こ
の
エ
ン
パ
イ
ア
以
外
の
も
の
で
あ
る
か
の
如
き
親
を

呈
し
て
い
る
。
そ
れ
は
英
帝
國
の
代
表
が
英
本
國
の
み
に
よ
つ
て
選
出
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
、
そ
こ
に
明
記
せ
ら
れ
た
自
治
領
諸
國
と
イ
ン
ド

以
外
の
蓮
盟
負
携
金
を
英
本
國
が
支
佛
つ
て
い
る
貼
か
ら
し
て
も
、
か
く
解
繹
せ
ざ
る
を
得
な
い
か
ら
で
あ
る
（
ω
ぼ
9
亀
9
中
缶
霞
。・
6
讐
（
凶

o
ざ
①
鋒
O
器
暮
犀
一
富
ぎ
導
α
菩
Φ
u
。
邑
巳
o
塁
L
総
。
。
9
智
．
。
凶
1
。
貸
同
一
D
園
’
oQ
ε
類
暫
詳
”
日
8
暮
『
閃
〇
一
暮
一
。
諾
o
騰
菩
o
卑
註
誓
O
o
巨
一
き
β
胡
8
崔
・

9
2
讐
ざ
漢
弘
綿
¢
●
満
温
N
旧
零
舅
U
象
お
o
コ
目
冨
U
雪
巴
暑
巨
①
昌
叶
9
U
o
邑
邑
9
0Q
鼠
言
堕
一
8
0
i
，
一
⑩
。
。
ρ
一
蕊
ド
乍
こ
o
o
。
。
）
∂
た
だ
し
一
九
三

二
年
か
ら
は
こ
の
用
法
が
や
み
、
目
ぎ
〇
三
叶
9
国
言
覧
○
冨
が
明
示
せ
ら
れ
る
こ
と
に
た
つ
た
。
そ
れ
は
同
年
二
月
九
日
以
降
の
蓮
盟
理
専
會

と
同
年
九
月
二
十
六
日
以
降
の
蓮
盟
総
會
に
お
い
て
、
從
來
円
房
一
穿
釜
跨
国
p
も
貯
①
の
代
表
と
し
て
で
あ
つ
た
サ
i
・
ジ
ョ
ン
・
サ
イ
モ
ン

が
円
琴
q
昆
＄
亀
国
首
覧
o
営
の
代
表
と
し
て
出
席
す
る
こ
と
に
な
つ
た
か
ら
で
あ
る
（
ω
審
司
”
詳
も
掌
亀
2
薯
」
鶉
ー
観
。。
・
）
。

　
か
く
當
初
に
お
い
て
は
奇
異
に
思
わ
れ
た
こ
の
用
語
法
か
ら
上
揚
（
c
）
の
新
用
語
法
が
派
生
し
た
。
そ
れ
は
ω
鼠
叶
霧
e
導
、
。
Q
鴫
①
鷲
ぎ
爵
騰
自

お
ω
O
o
以
降
の
分
に
、

　
円
げ
①
団
ユ
菖
ω
げ
O
O
一
β
昌
一
〇
⇒
乏
①
巴
け
げ
O
隔
乞
暫
怠
O
昌
の
O
O
ロ
ω
㎡
富
O
騰
“
ー

　
　
H
円
げ
①
田
一
静
『
尊
暮
冒
ρ
趣
＄
二
W
暮
㊤
汐
讐
α
之
霧
夢
①
ヨ
H
冨
芭
斧
夢
Φ
9
讐
壼
二
巴
曽
〔
剛
の
」
巴
①
o
暁
鼠
笛
戸
昏
①
O
。
一
（
凱
8

　
　
零
9
①
9
0
目
暮
①
9
き
畠
U
8
①
民
g
包
①
ω
｝
冒
自
昼
彗
q
】
W
自
目
餌
。

　
　
口
。
円
げ
①
U
o
日
一
巳
○
議
”
O
塑
昌
豊
譜
卜
瑳
汀
巴
ぎ
乞
o
毒
N
①
巴
鱒
昌
9
ω
O
q
さ
ト
守
一
8
蝉
昌
α
田
お
．

　
　
　
英
國
名
の
焚
貌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一



　
　
　
英
國
名
の
墾
貌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二

と
記
さ
れ
、
一
九
四
五
年
頃
に
お
よ
ん
で
い
る
。
か
つ
て
　
目
富
閃
暮
一
昏
国
5
覧
お
は
「
よ
り
少
い
用
法
に
冷
い
て
し
ば
し
ば
…
…
蓮
合
王
國

拾
よ
び
そ
の
掲
領
を
含
ん
だ
も
の
を
表
示
す
る
」
（
目
お
浮
三
魯
国
恒
営
お
§
9
貸
乍
峯
）
と
あ
つ
た
の
に
、
こ
の
「
よ
り
少
い
用
法
」
が
今
は

却
つ
て
一
般
化
し
た
の
で
あ
る
。
非
常
な
攣
り
方
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
国
ヨ
風
器
か
ら
9
き
ヨ
O
舅
毒
巴
9
　
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
イ
）
　
O
O
旨
毫
9
毛
o
匙
爵
の
剛
般
的
意
味

　
英
國
王
の
統
治
す
る
全
領
土
を
表
示
す
る
言
葉
に
は
、
そ
の
意
味
に
用
い
ら
れ
る
目
δ
切
鼻
邑
一
寧
三
旨
o
の
外
に
、
今
一
つ
目
δ
切
二
募
げ

O
¢
目
巳
c
昌
を
①
巴
さ
亀
2
暮
δ
臣
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。

　
こ
の
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
と
い
う
言
葉
は
、
國
名
と
し
て
は
、
ク
・
ム
ウ
ェ
ル
の
時
代
を
除
け
ば
、
近
頃
で
は
先
す
濠
州
連
邦
の
名
．
穂
に
用
い
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
語
を
蓮
邦
と
課
す
る
こ
と
は
、
必
す
し
も
適
切
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
南
阿
蓮
邦
の
謹
語
と
共
に
、
こ
こ
で
は

軍
に
慣
用
に
從
う
こ
と
と
す
る
。
濠
州
に
は
も
と
そ
れ
ぐ
別
個
に
「
コ
・
二
1
」
と
構
す
る
六
個
の
植
民
地
が
建
設
せ
ら
れ
て
い
た
の
を
、
植

民
地
の
側
に
お
け
る
連
合
運
動
の
成
果
と
し
て
、
そ
の
草
案
に
基
き
、
一
九
〇
〇
年
に
英
本
國
の
法
律
に
よ
り
、
蓮
合
國
を
組
織
し
て
「
コ
・
二

ー
」
を
「
ス
テ
ー
ト
」
と
改
構
し
た
る
六
個
の
州
を
含
む
今
日
の
9
唐
日
9
名
①
巴
窪
9
＞
泰
訂
普
即
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
と
い
う
言
葉
は
、
エ
ン
パ
イ
ア
と
共
に
古
い
言
葉
で
あ
る
が
、
英
語
と
し
て
は
十
五
世
紀
以
來
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の

語
源
は
遠
く
古
代
に
湖
り
、
話
ω
づ
眉
亘
一
畠
（
國
家
）
す
な
わ
ち
法
律
の
政
治
と
公
釜
（
奢
臣
。
碧
＆
）
を
基
盤
と
す
る
眞
の
肚
會
を
意
味
す
る
も

の
で
あ
つ
た
ρ
十
六
世
紀
に
は
も
β
菖
a
妻
○
巴
と
8
雪
き
昌
≦
＄
一
と
い
う
言
葉
が
競
孚
に
な
つ
て
い
た
が
、
こ
の
コ
モ
ン
・
ウ
ィ
ー
ル
（
す

な
わ
ち
コ
モ
ン
ゥ
ェ
ル
ス
）
が
亥
第
に
優
勝
し
た
。
そ
の
間
種
六
の
用
法
を
見
た
る
も
十
九
世
紀
に
至
り
、
理
想
主
義
的
情
熱
が
こ
の
語
に
注
入
せ
ら

れ
、
濠
州
憲
法
に
こ
の
語
を
採
用
さ
せ
た
理
想
家
に
は
民
主
的
同
胞
的
生
活
の
試
み
を
意
味
し
、
政
治
上
の
用
語
と
し
て
よ
り
も
む
し
ろ
宣
傳
的



の
意
味
が
あ
り
、
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
と
い
う
用
語
自
艦
が
一
つ
の
政
治
的
方
針
だ
つ
た
の
で
あ
る
（
≦
・
F
＝
器
。
8
F
警
曙
身
o
賄
さ
①
卑
置
鴇

O
o
琶
ヨ
o
昌
毛
Φ
巴
叶
げ
》
崩
餌
嘗
塑
＜
o
一
。
一
●
一
〇
〇
〇
S
℃
。
㎝
8
）
o

　
そ
う
し
て
一
と
口
に
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
と
は
言
う
も
の
の
、
そ
れ
に
は
種
女
の
意
味
が
あ
る
の
で
あ
つ
て
、
英
帝
國
の
眞
の
護
展
の
原
理
で
あ

る
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
も
の
を
表
現
す
る
た
め
に
、
エ
ン
パ
イ
ア
の
代
り
に
、
こ
の
語
を
創
つ
た
ラ
ィ
オ
ネ
ル
・
カ
ー
チ
ス
は
、
彊
制
機
關
を
有

す
る
「
有
機
的
」
國
家
の
チ
ュ
ー
ド
ル
型
の
ω
旨
岡
昏
9
β
琶
9
類
①
巴
夢
を
希
望
し
た
の
に
、
こ
の
語
を
國
名
と
し
て
探
用
さ
せ
た
南
阿
の
ス

マ
ッ
ツ
將
軍
は
、
そ
れ
よ
り
も
中
世
の
O
ぼ
響
一
き
O
o
目
巨
9
毛
①
巴
菩
の
理
想
に
近
い
も
の
を
欲
し
て
い
た
。
そ
れ
は
萬
人
に
準
等
な
る
キ
リ

ス
ト
教
的
・
ス
ト
ア
哲
學
的
假
論
を
背
景
と
す
る
も
の
で
あ
つ
た
。
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ヤ
女
王
は
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
な
る
用
語
を
好
ま
れ
な
か
つ
た
け

れ
ど
も
、
こ
の
語
は
カ
ナ
ダ
に
封
抗
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ヤ
人
が
選
揮
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
が
確
言
す
る
に
お
よ
ん
で
、
胸

中
共
和
の
蓮
想
を
思
い
浮
べ
な
が
ら
も
、
つ
い
に
嘉
納
せ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
鋭
甲
国
①
＃
F
目
ぎ
国
冒
㎎
聾
山
嘗
①
H
ヨ
冨
二
包
9
0
ミ
昌

”
目
ぴ
Φ
男
o
毛
o
巖
餌
昌
山
U
q
餓
Φ
o
α
o
協
＝
一
砿
鼠
90
甘
巽
ざ
一
〇
c
o
9
男
●
藤
O
Q
o
，
）
。

（
口
）
　
英
國
名
と
し
て
の
O
o
冨
舅
9
≦
o
箪
夢

　
英
國
名
と
し
て
の
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
は
、
第
一
次
大
戦
後
自
治
領
民
族
國
の
獲
展
と
共
に
、
次
第
に
勢
力
を
加
え
て
來
た
。
　
．
．
自
冨
国
巨
覧
8

器
餌
9
菖
e
9
毛
＄
一
菩
9
守
①
①
畠
岳
o
塁
、
、
と
い
う
語
は
、
一
九
一
七
年
以
來
ま
す
ま
す
頻
繁
に
英
帝
國
會
議
の
記
録
に
見
え
る
言
葉
で
あ
つ

て
、
カ
ナ
ダ
の
首
相
サ
ー
・
ロ
バ
ー
ト
・
ボ
ー
デ
ン
は
同
年
の
帝
國
戦
時
會
議
に
お
い
宅
．
．
H
日
冨
昌
巴
O
。
目
巨
3
類
Φ
巴
窪
亀
q
且
ぴ
9
客
年

戴
o
房
、
、
な
る
句
を
、
翌
一
九
一
八
年
に
は
南
阿
の
ス
マ
ッ
ツ
將
軍
は
後
に
國
名
に
探
用
せ
ら
れ
た
る
、
．
円
ぎ
】
罪
裂
窪
9
菖
暮
9
名
9
一
夢
9

2
魯
δ
房
、
、
と
い
う
句
を
用
い
て
い
る
（
o
邑
し
一
§
即
一
。
。
D
）
。
そ
の
後
も
．
．
国
鼻
窪
こ
o
O
o
筥
唇
9
名
①
巴
夢
9
乞
暮
一
・
霧
、
、
と
か
．
．
O
・
目
－

目
目
毛
①
巴
夢
9
国
匡
江
昏
乞
暮
ぴ
昌
匹
、
な
ど
の
類
似
句
が
浮
動
し
て
い
た
が
、
一
九
二
〇
年
に
は
ダ
ン
カ
ン
・
ホ
ー
ル
や
ラ
ム
ジ
ー
・
ミ
ェ
ー

　
　
　
英
園
名
の
憂
貌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三



　
　
　
英
國
名
の
愛
貌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四

ア
の
豫
言
的
書
名
と
な
つ
て
い
る
。
こ
れ
を
公
用
語
に
用
い
た
の
は
、
一
九
｝
二
年
の
い
わ
ゆ
る
「
英
愛
條
約
」
は
お
い
て
、
．
．
目
ぎ
9
霞
琶
9
阜

ひ
気
象
乞
9
葛
O
昌
ω
瞠
昌
O
名
昌
霧
叶
ゲ
①
切
滋
“
ω
げ
国
3
b
嘗
ρ
鳩
、
（
第
一
傑
）
や
議
員
誓
詞
の
中
に
　
．
．
嘗
6
暁
き
O
b
9
ロ
騨
紘
○
昌
ω
ま
同
巨
ヨ
磯
註
お

ω
謀
鼠
げ
9
日
巨
o
舅
話
巴
芸
9
乞
暮
ご
冨
（
第
四
條
）
の
如
き
が
あ
り
、
ヘ
ル
ツ
ォ
ー
グ
將
軍
は
な
お
も
】
九
二
六
年
に
一
つ
の
文
章
の
中
に
、

．
．
ρ
）
ヨ
9
0
昌
≦
①
包
昌
9
之
薗
叶
δ
壼
博
、
．
、
．
国
B
b
汀
ρ
鳩
、
．
．
ω
風
に
呂
ρ
）
葺
9
9
臣
昌
（
馬
2
暮
ご
塁
、
、
な
ど
と
、
無
差
別
に
用
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
エ
ン
パ
イ
ア
と
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
の
雨
語
は
、
前
述
の
バ
ル
フ
ォ
ー
ア
報
告
に
お
い
て
、
殆
ん
ど
同
じ
意
味
に
用
い
ら
れ
、
當
時
「
こ
れ
は
樺

威
的
な
先
例
に
最
も
近
い
」
と
せ
ら
れ
、
セ
リ
グ
マ
ン
の
耐
會
科
學
百
科
辮
典
（
七
省
三
八
－
、
四
三
頁
）
に
む
い
て
も
「
官
賠
的
慣
用
に
お
い
て
、

そ
れ
は
目
δ
牢
嗣
診
国
三
貯
①
と
取
り
替
え
う
る
」
と
し
、
ボ
ル
ド
ウ
ィ
ン
首
相
は
一
重
．
三
七
年
五
月
二
十
四
日
の
国
5
も
ぽ
①
U
避
の
夕

食
會
の
席
上
に
お
い
て
、
目
ぎ
O
O
巨
巨
9
名
①
巴
9
霞
昏
o
国
5
覧
お
1
名
匡
9
①
＜
臼
叶
げ
2
一
鱒
9
ε
o
巴
＝
豆
：
：
（
》
9
鋸
＝
5
覧
馨
角
協
2

お
。

。
β
型
良
）
と
言
つ
て
爾
語
を
剰
等
に
見
て
い
る
。
英
帝
國
の
歴
史
や
憲
法
に
精
通
せ
る
マ
リ
オ
ッ
ト
や
キ
ー
ス
お
よ
び
老
記
者
ス
ベ
ン
ダ
ー

の
薯
書
名
、
さ
て
は
ト
・
ッ
タ
ー
、
エ
ジ
ャ
ー
ト
ン
、
ニ
ェ
ー
ト
ン
、
ト
イ
ン
ビ
ー
な
ど
の
書
物
の
章
名
や
、
そ
の
中
に
頻
出
す
る
国
ぎ
覧
8
㊤
区

9
旨
ま
舅
お
巳
夢
む
よ
び
目
る
国
巨
営
お
O
o
巨
営
9
名
o
巴
爵
叉
は
円
ぎ
国
巨
風
括
6
0
琶
蓉
昌
ジ
、
①
巴
夢
な
る
用
語
に
見
る
如
く
、
本
來
は
排

他
的
で
あ
る
は
す
の
爾
語
が
封
等
に
、
同
じ
意
味
に
或
は
補
足
的
に
新
様
式
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
前
述
の
如
く
、
エ
ン
パ
イ
ア
に
廣
狭
種
六
の
用
法
が
あ
る
よ
う
に
、
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
に
も
種
六
の
用
法
が
あ
り
、
エ
ン
パ
イ
ア
の
内
容
が
次

第
に
縮
少
し
た
の
と
反
封
に
、
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
は
却
っ
て
膨
脹
上
昇
し
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
爾
者
の
關
係
は
、
左
の
如
く
、
a
b
c
の
三
通

り
の
意
味
を
も
つ
に
至
つ
た
。
こ
れ
を
表
示
す
れ
ば
、

　
帥
）
　
O
o
旨
巨
○
昌
≦
①
暫
旨
げ
八
国
一
ら
嘗
ρ

　
ご
）
　
O
o
巳
琶
o
舅
＜
①
巴
9
”
国
旨
b
マ
ρ

　
o
）
　
O
o
ぎ
露
っ
昌
ジ
・
Φ
包
夢
∀
国
ヨ
三
屑
9



と
な
る
。
（
a
）
の
場
合
に
お
け
る
こ
の
語
の
保
守
的
解
繹
は
、
英
愛
條
約
締
結
後
の
諸
年
に
流
行
し
始
め
た
の
で
あ
つ
て
（
ハ
ン
コ
ヅ
ク
、
前
撮

書
、
五
九
頁
）
、
こ
の
解
繹
は
英
國
植
民
地
の
中
、
自
由
を
得
た
る
も
の
と
そ
の
他
一
切
の
も
の
と
の
聞
に
お
け
る
差
別
を
彊
調
し
、
英
帝
國
内
に

は
自
由
な
る
市
民
（
o
識
器
塁
）
と
服
厨
的
な
る
臣
民
（
ω
暮
甘
9
。
な
）
と
が
あ
り
、
「
特
構
者
の
院
内
圏
」
、
こ
れ
が
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
で
あ
り
、
そ
の

外
郭
團
膣
、
こ
れ
が
エ
ン
パ
イ
ア
で
あ
る
と
す
る
も
の
で
、
自
富
卑
§
浮
9
日
9
9
名
Φ
巴
昌
は
目
富
じd
暮
一
浮
国
B
覧
冨
と
同
振
概
念
で
は

な
く
、
そ
の
中
の
一
集
團
で
あ
る
と
見
る
の
で
あ
る
（
ρ
中
寄
宅
8
詳
り
》
b
o
一
§
8
一
〇
8
鴨
碧
菖
9
昏
①
卑
葺
浮
国
目
筥
お
狽
認
。
。
．
男
』
δ
。

か
よ
う
な
解
繹
に
は
若
干
都
合
の
よ
い
論
嫁
が
あ
つ
た
。
英
本
國
政
府
で
は
一
九
二
五
年
に
自
治
領
省
（
初
め
杭
相
の
兼
任
、
一
九
三
〇
年
に
別
個
の

任
命
を
見
、
鳳
九
三
九
年
に
一
度
合
併
し
て
又
分
離
し
、
一
九
四
七
年
七
月
か
ら
は
蓮
邦
關
係
省
へ
と
進
展
し
た
）
が
植
民
省
か
ら
分
離
し
て
新
設
せ
ら
れ
、
自

治
領
の
事
務
と
そ
れ
以
外
の
植
民
地
の
享
務
と
の
分
離
、
累
次
の
帝
國
會
議
の
諸
決
議
、
自
治
領
の
憲
章
と
い
わ
れ
る
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
法

の
制
定
、
英
國
枢
密
院
の
判
決
な
ど
よ
り
し
て
、
漸
次
自
治
領
の
地
位
（
U
o
且
昆
9
ω
盲
言
の
）
が
定
ま
り
、
一
日
b
鶏
芭
9
昌
①
8
蓉
①
を
9
旨
、

旨
9
毛
Φ
緯
夢
9
匡
R
9
8
と
改
構
を
欲
す
る
様
に
な
り
、
つ
い
で
こ
の
名
を
も
つ
て
す
る
非
公
式
の
會
議
も
歎
同
開
か
れ
、
そ
の
報
告
も
出

て
い
る
。
現
在
は
公
式
に
蓮
邦
首
相
會
議
も
開
か
れ
る
に
至
つ
て
い
る
。
要
す
る
に
、
最
初
に
主
張
せ
ら
れ
た
自
由
の
理
想
で
は
な
く
、
事
實
と

し
て
の
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
が
出
來
上
つ
た
の
で
あ
る
。

　
當
初
エ
ン
パ
イ
ア
の
内
に
は
從
囑
と
不
干
等
を
な
お
存
し
て
い
た
の
に
、
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
内
で
は
自
由
が
成
熟
し
て
平
等
に
な
つ
て
い
た
。

「
帝
國
内
の
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
」
は
「
帝
國
」
が
將
來
と
る
べ
き
標
準
型
で
あ
る
と
思
わ
れ
て
い
た
の
に
、
現
實
の
封
立
は
保
守
主
義
者
を
し
て

「
帝
國
」
内
の
諸
條
件
、
殊
に
人
種
の
不
李
等
か
ら
生
す
る
條
件
は
コ
モ
ン
ゥ
ェ
ル
ス
ヘ
の
特
槽
附
與
を
不
可
能
と
す
る
と
し
、
こ
の
理
想
を
妨
害

し
、
キ
ー
ス
教
授
の
如
き
は
、
英
國
王
の
領
土
を
二
つ
の
名
構
に
分
つ
こ
と
に
は
眞
向
か
ら
反
封
し
た
の
で
あ
つ
た
。
そ
れ
は
實
際
上
に
は
、

（
a
）
は
目
ざ
】
W
昌
餓
誓
国
目
豆
お
H
目
ヶ
Φ
閃
昌
賦
昏
国
筥
覧
お
＋
窪
①
U
o
巨
巳
○
諾
（
目
窪
①
閃
二
試
旨
9
巨
目
9
名
似
巴
匪
）
と
し
て
、
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル

ス
は
エ
ン
パ
イ
ア
の
下
位
概
念
と
な
る
の
で
あ
つ
た
。
　
（
b
）
は
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
の
進
展
し
て
エ
ン
パ
イ
ア
と
同
鑛
概
念
と
な
つ
た
も
の
で
、
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英
國
名
の
墾
貌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
六

バ
ル
フ
ォ
ー
ア
報
告
の
定
義
に
見
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
（
c
）
は
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
が
上
昇
し
て
、
エ
ン
パ
イ
ア
の
上
位
概
念
に
ま
で
進

み
、
英
國
王
の
全
領
土
を
含
む
名
稻
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
前
述
の
如
く
、
夢
①
劇
匡
募
げ
国
日
覧
8
が
「
よ
り
少
い
用
法
に
お
い
て
蓮

合
王
國
（
英
本
國
）
と
そ
の
薦
領
を
表
示
す
る
」
も
の
と
し
て
の
、
國
際
蓮
盟
に
お
け
る
特
殊
用
例
に
端
を
嚢
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
今
日
に
わ

い
て
は
、
内
容
に
大
小
の
差
は
あ
る
に
し
て
も
、
ω
ε
帯
ω
ヨ
弩
．
ω
暗
o
鶏
ぎ
○
誘
の
用
例
に
見
る
如
く
、
一
般
化
さ
れ
、
し
た
が
つ
て
、
コ
モ
ン

ウ
ェ
ル
ス
が
も
と
の
円
ぎ
ω
目
置
誓
国
ヨ
覧
お
の
位
置
に
取
つ
て
代
り
、
全
英
國
を
表
示
す
る
と
と
に
な
つ
た
も
の
で
あ
る
。

　
か
く
て
實
際
の
攣
化
に
件
つ
て
記
載
せ
ら
れ
た
右
年
鑑
に
は
、
塾
圖
書
館
で
私
の
見
た
る
一
八
六
四
年
か
ら
一
八
八
九
年
ま
で
の
分
に
は
何
れ

も
全
英
國
と
し
て
軍
に
O
話
暮
閃
ユ
貫
ぎ
聾
畠
冒
①
宣
区
の
記
載
を
見
た
の
に
、
一
八
九
〇
年
か
ら
一
九
二
二
年
ま
で
の
も
の
は
、
（
a
）
例
の

如
く
、

　
円
げ
①
切
～
賊
蔑
o
o
誉
寧
ミ
）
ご
、
o
o
o
昌
oo
一
〇

〇
富
o
捨
ー

　
　
H
。
目
一
①
q
巳
＆
9
囚
3
鷺
o
巨
亀
9
．
①
暮
】
W
ユ
ぴ
巴
昌
讐
匙
胃
①
す
民
・

　
　
H
一
●
冒
＆
辞
9
①
U
o
鼠
三
〇
蓋
”
O
。
一
・
邑
①
。
Q
｝
寄
9
①
9
8
暮
2
讐
自
U
①
冨
鼠
①
蓉
酵
・

と
あ
つ
て
、
目
ぎ
零
三
診
国
旨
風
8
な
る
綜
合
的
國
名
が
表
面
に
出
で
、
そ
の
内
容
は
英
本
國
と
そ
の
他
と
に
二
分
さ
れ
て
い
る
。
十
八
世
紀

の
イ
ギ
リ
ス
は
、
シ
ー
リ
ー
教
授
の
言
う
如
く
、
ヌ
ー
・
ッ
パ
的
島
國
で
あ
る
こ
と
に
重
き
を
お
き
、
ア
メ
リ
カ
的
ア
ジ
ヤ
的
諸
領
は
重
ん
ぜ
ら

れ
な
か
つ
た
の
に
（
ぎ
魯
o
暮
名
①
窪
一
爵
亀
0
3
暮
劇
鼻
巴
β
ぎ
o
目
旨
魯
帥
邑
亀
O
冨
暮
①
円
㌍
一
ε
ぎ
ε
o
一
§
す
ー
留
①
一
①
ざ
型
鐸
）
、
次
第
に

局
面
が
韓
換
し
、
十
九
世
紀
末
葉
の
植
民
帝
國
主
義
的
の
時
代
の
影
響
が
、
た
ち
ま
ち
こ
こ
に
も
反
映
し
、
右
記
載
の
第
二
項
の
最
初
に
イ
ン
ド

が
示
さ
れ
て
い
る
の
は
面
白
い
。

　
つ
い
で
一
九
二
二
年
に
南
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
が
自
由
國
と
な
つ
た
こ
と
の
結
果
と
し
て
、
そ
れ
に
關
蓮
し
た
攣
更
が
あ
り
、
後
に
攣
更
さ
れ
た
王

號
に
む
い
て
は
「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
」
が
地
理
的
名
構
（
一
九
一
コ
ハ
年
英
図
會
庶
民
院
に
お
け
る
ボ
ル
ド
ウ
ィ
ン
首
相
の
答
辮
）
と
し
て
】
髄
を
な
し
て
い



る
の
に
、
右
年
鑑
で
は
翌
二
三
年
の
分
か
ら
は
、

　
円
げ
①
］
W
鳳
獣
¢
げ
国
日
b
汀
①
8
⇒
巴
㎝
富
o
や
！

　
　
H
●
Ω
お
暮
閃
風
審
ぎ
”
邑
乞
o
昌
げ
①
導
胃
o
一
旨
魯
O
び
嘗
ぎ
一
巨
嘗
畠
●
餌
巳
．
H
。。
一
①
o
騰
目
聾
●

　
　
岸
臣
Φ
崔
浮
均
8
①
ω
蹄
貫
H
瓦
ダ
曽
㊦
U
o
鼠
昆
o
葺
O
。
一
。
巨
①
訓
謹
g
①
g
o
β
ぴ
①
伊
彗
畠
U
8
①
民
①
琴
団
＄

と
記
さ
れ
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
自
由
國
だ
け
が
分
離
さ
れ
て
第
二
項
の
先
頭
に
、
そ
う
し
て
イ
ン
ド
の
前
に
置
か
れ
た
け
れ
ど
も
、
最
初
の
行
の
英

帝
國
な
る
丈
字
は
】
九
三
七
年
の
ジ
ョ
ー
ジ
六
世
の
戴
冠
式
の
年
ま
で
、
そ
の
ま
ま
績
け
ら
れ
た
。

　
し
か
る
に
、
式
後
の
一
九
三
八
年
以
降
の
分
に
は
、
自
治
領
諸
國
が
希
望
す
る
如
ぐ
、
エ
ン
パ
イ
ア
の
丈
字
よ
り
も
均
等
な
る
地
位
を
一
暦
よ

く
表
明
し
う
る
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
な
る
名
構
が
エ
ン
パ
イ
ア
の
代
り
に
、
前
掲
の
（
c
）
例
に
見
る
如
く
記
載
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
爾
語
は

も
は
や
バ
ル
フ
ォ
ー
ア
報
告
に
見
る
様
な
同
擾
概
念
で
は
な
く
な
り
、
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
は
、
英
本
國
に
直
属
す
る
領
土
を
含
ん
だ
意
味
に
お
い

て
の
9
①
閃
は
就
浮
国
巨
営
8
と
、
猫
立
の
諸
國
家
と
し
て
の
U
o
鼠
鼠
o
霧
と
を
含
ん
だ
も
の
の
総
構
と
な
つ
て
い
る
。
こ
れ
は
自
治
領
諸
國

の
勢
力
が
強
ま
り
、
自
治
領
民
族
主
義
が
嚢
展
し
て
、
特
有
な
る
「
民
族
國
」
を
育
成
す
る
に
至
つ
た
ご
と
の
結
果
で
あ
つ
て
、
む
し
ろ
自
治
領

の
意
を
迎
え
た
も
の
と
も
見
ら
れ
る
。

　
そ
の
後
、
一
九
四
六
年
頃
か
ら
は
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
の
内
容
を
從
來
の
如
く
二
分
す
る
こ
と
な
く
、
白
富
q
旨
融
島
国
ぎ
覧
o
目
導
α
什
プ
①

U
o
鼠
巳
o
霧
》
9
9
と
績
け
て
記
載
し
、
つ
い
で
一
九
四
九
、
五
〇
年
の
分
に
至
り
、
国
冨
豆
お
な
る
文
字
が
復
活
し
て
全
燧
の
表
題
と
し
て
、

目
冨
】
罪
憲
旨
O
o
目
営
o
身
ぎ
巴
浮
餌
買
山
国
5
営
お
と
、
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
と
劃
等
に
用
い
、
再
び
（
b
）
例
を
岨
ら
か
に
表
明
し
、
そ
の
下
に
、

円
富
じ
o
簿
麟
浮
O
。
簿
巳
呂
名
＄
一
叶
げ
9
乞
帥
鉱
・
塁
8
葛
翼
・
9
爵
①
q
鼠
げ
①
自
困
凝
3
β
夢
o
U
9
昆
三
〇
房
（
o
讐
毬
欝
｝
諾
叶
邑
ぎ
客
霜

N
①
巴
”
邑
馳
ω
。
暮
び
篶
二
郵
ぎ
α
貫
｝
鴇
糞
聾
”
o
。
覧
g
y
菩
①
O
。
｝
。
巳
霧
嘗
血
諄
9
①
9
0
量
8
即
頸
注
夢
①
臼
霞
暮
。
ぎ
。。
β
民
霧
膚
暑
m
舎
8
－

誓
す
と
時
局
の
憂
化
に
封
感
し
た
記
載
を
し
て
い
る
。

　
　
　
英
國
名
の
憂
貌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七



英
國
名
の
墾
貌

四
八

（
ハ
）
　
自
治
領
の
攣
動
と
O
o
冨
目
自
頃
8
一
さ

　
U
匹
三
年
の
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
法
に
規
定
せ
ら
れ
た
六
個
の
自
治
領
の
中
、
も
と
英
國
最
古
の
植
民
地
を
誇
り
と
し
て
カ
ナ
ダ
と
の
合

同
を
拒
み
、
濁
立
の
一
國
に
成
長
し
た
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド
自
治
領
國
は
、
一
九
三
三
年
に
至
り
、
財
政
困
難
の
故
を
も
つ
て
自
獲
的
に
責

任
政
治
を
や
め
、
失
格
自
治
領
と
し
て
英
本
國
の
助
力
を
仰
い
で
い
た
が
、
つ
い
に
一
九
四
八
年
に
お
け
る
爾
度
の
國
民
投
票
の
結
果
、
自
國
お

よ
び
カ
ナ
ダ
國
會
の
同
意
を
得
て
、
一
九
四
九
年
四
月
一
日
か
ら
カ
ナ
グ
自
治
領
國
の
第
十
州
と
し
て
同
國
の
中
に
編
入
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
つ

た
（
国
。
鋭
O
瞬
α
蔓
”
昌
山
国
●
N
言
F
竃
o
α
o
g
団
o
お
碍
昌
O
o
く
o
g
ヨ
o
暮
ロ駐
｝
H
漣
O
’
男
o
o
O
卜
）
。

　
又
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
自
由
國
（
匡
お
）
は
、
一
九
三
七
年
彼
等
自
か
ら
の
新
憲
法
（
第
五
條
）
に
、
帥
8
奉
田
蒔
P
凶
鼠
ε
⑦
民
o
昌
μ
鼠
琶
8
量
訟
o

馨
暮
Φ
を
表
明
し
て
い
た
が
、
つ
い
に
｝
九
四
八
年
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
共
莉
國
法
に
よ
り
宿
望
を
達
成
し
、
一
九
四
九
年
四
月
十
八
日
か
ら
國
名

を
改
め
て
「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
共
和
國
」
と
し
て
完
全
な
る
猫
立
を
途
げ
、
英
蓮
邦
内
の
鳳
國
た
る
こ
と
が
止
ん
だ
。
し
か
る
に
蓮
邦
を
離
脆
し
た

に
も
拘
ら
す
、
英
本
國
で
は
相
互
に
外
國
と
は
認
め
す
、
共
和
國
と
の
關
係
事
項
の
慮
理
は
、
蓮
邦
關
係
相
の
責
任
と
な
つ
て
い
る
。

　
他
方
、
か
つ
て
は
白
人
種
で
な
け
れ
ば
自
治
の
能
力
が
な
く
、
そ
の
地
位
に
は
進
展
し
得
な
い
か
の
如
く
主
張
さ
れ
て
い
た
の
に
、
二
大
戦
孚

を
経
て
こ
の
形
勢
は
一
憂
し
た
。
英
蓮
邦
は
右
の
二
自
治
領
に
異
動
を
來
た
し
た
代
り
に
、
別
個
の
三
自
治
領
を
加
え
た
。
そ
れ
等
は
何
れ
も
白

色
人
種
以
外
の
色
彩
濃
き
東
洋
人
の
も
の
だ
つ
た
の
で
あ
る
。

　
イ
ン
ド
に
併
合
せ
ら
れ
て
い
た
ビ
ル
マ
は
一
九
三
五
年
の
ビ
ル
マ
統
治
法
に
よ
り
、
一
九
三
七
年
か
ら
別
國
と
な
り
、
同
年
の
英
帝
國
會
議
に

は
陪
席
者
を
邊
り
、
準
自
治
領
と
し
て
自
治
領
へ
の
進
展
を
期
待
せ
ら
れ
て
い
た
（
押
＜
・
自
o
塗
o
ダ
日
冨
国
二
誌
ゲ
国
筥
営
罫
ぎ
穿
3
レ
。
参

即
δ
の
に
、
却
つ
て
一
九
四
七
年
の
英
國
・
ビ
ル
マ
條
約
お
よ
び
英
國
會
の
制
定
せ
る
法
律
に
よ
砂
、
｝
九
四
八
年
一
月
四
日
英
蓮
邦
外
に
猫

立
を
途
げ
る
こ
と
に
な
つ
た
。



　
ビ
ル
マ
と
等
し
く
一
九
三
五
年
の
イ
ン
ド
統
治
法
に
よ
り
一
九
三
七
年
か
ら
自
治
的
將
來
を
約
さ
れ
て
い
弛
イ
ン
ド
は
、
一
九
四
七
年
の
イ
ン

ド
凋
立
法
に
よ
り
、
宗
教
的
、
民
族
的
に
分
離
し
た
二
個
の
自
治
領
國
を
形
成
し
、
一
九
四
七
年
八
月
十
五
日
パ
キ
ス
タ
ン
と
翼
に
、
宿
望
を
達

成
し
て
自
治
領
の
地
位
に
昇
格
し
、
つ
い
で
ゼ
イ
・
ン
島
も
、
一
九
四
七
年
の
セ
イ
ロ
ン
猫
立
法
に
よ
り
、
翌
四
八
年
二
月
四
日
等
し
く
自
治
領

國
と
な
り
、
東
洋
の
新
天
地
に
新
に
三
自
治
領
國
の
誕
生
を
見
た
。

　
し
か
る
に
、
イ
ン
ド
は
二
つ
の
國
名
を
も
ち
、
封
外
的
に
は
跡
象
黛
封
内
的
に
は
国
『
鷲
暮
と
い
つ
て
い
る
が
、
彼
等
の
民
族
的
自
立
性
は

自
治
領
國
の
地
位
に
甘
ん
ぜ
す
、
つ
い
に
新
憲
法
の
制
定
と
共
に
、
一
九
五
〇
年
一
月
二
十
六
日
か
ら
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
共
和
國
と
同
じ
く
、
即

。。

o
く
臼
①
碍
P
8
唐
o
R
魯
一
〇
話
冨
導
o
と
し
て
完
全
に
凋
立
を
途
げ
、
共
和
國
と
な
つ
た
が
た
め
に
、
英
國
王
冠
に
封
す
る
忠
誠
の
義
務
を
負
わ

な
い
こ
と
に
な
つ
た
。
す
で
に
英
國
王
は
、
前
述
の
如
く
、
イ
ン
ド
獅
立
法
（
第
七
條
第
二
項
）
に
よ
り
そ
の
構
號
か
ら
「
イ
ン
ド
皇
帝
」
と
い
う

辞
句
が
省
か
れ
る
こ
と
に
決
定
し
て
い
た
が
、
つ
い
に
一
九
四
八
年
六
月
二
十
三
日
正
式
に
削
除
し
た
（
o
路
撃
α
N
冒
F
§
も
罫
蜀
マ
竃
－
餐

β
9
9
）
。
か
く
し
て
英
國
王
は
本
來
の
キ
ン
グ
の
地
位
に
残
り
、
イ
ン
ド
に
お
い
て
の
皇
帝
の
名
欝
を
朱
つ
た
謁
で
あ
る
。

　
か
く
て
凋
立
し
た
る
イ
ン
ド
の
將
來
は
問
題
と
さ
れ
て
い
た
が
、
一
九
四
九
年
四
月
二
十
二
日
以
來
六
日
間
に
わ
た
つ
て
・
ン
ド
ン
に
開
か
れ

た
英
蓮
邦
首
相
會
議
（
O
O
儲
霞
窪
8
9
0
0
日
ヨ
9
胡
o
巴
窪
ギ
ぎ
Φ
旨
三
忽
O
屋
）
は
、
四
月
二
十
七
日
つ
ぎ
の
聲
明
を
護
表
し
た
。
イ
ン
ド
共
和

國
は
英
國
王
を
ば
凋
立
し
た
蓮
邦
諸
國
の
自
由
な
る
蓮
合
の
象
徴
で
あ
る
と
し
、
か
N
る
も
の
と
し
て
英
蓮
邦
の
首
長
で
あ
る
こ
と
を
認
め
、
他

の
蓮
邦
各
國
は
全
員
の
同
意
に
よ
つ
て
イ
ン
ド
が
、
今
後
も
英
蓮
邦
構
成
國
と
し
て
留
ま
る
こ
と
を
認
め
、
こ
れ
等
の
蓮
邦
内
の
各
國
が
干
和
、

自
由
、
進
歩
の
た
め
に
、
自
由
な
立
場
に
お
い
て
協
力
す
る
自
由
、
か
つ
手
等
な
英
蓮
邦
構
成
國
で
あ
る
こ
と
を
宣
言
す
る
と
。

　
こ
エ
に
イ
ン
ド
共
和
國
は
そ
の
地
位
が
確
立
す
る
と
共
に
、
自
由
意
志
に
よ
つ
て
英
蓮
邦
内
に
残
留
す
る
こ
と
の
決
定
を
見
た
の
で
、
共
和
國

を
含
む
英
蓮
邦
の
名
稽
も
ま
た
當
然
攣
更
を
來
た
す
べ
き
で
あ
つ
た
。
し
か
し
そ
の
攣
更
は
右
會
議
の
議
決
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
會
議
後
の

コ
ミ
3
一
ケ
の
中
に
、
英
蓮
邦
名
か
ら
殊
更
ら
．
．
閃
二
器
び
、
、
な
る
形
容
詞
を
省
い
て
、
軍
に
．
．
O
o
日
唐
3
窯
Φ
巴
浮
9
2
暮
ご
霧
、
、
と
記
し
て
、
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五
〇

そ
の
名
構
の
愛
更
を
暗
示
し
た
る
に
止
ま
る
。
こ
れ
は
洵
に
英
國
流
で
あ
る
。

　
つ
い
で
五
月
二
日
は
英
國
會
の
庶
民
院
に
語
い
て
、
公
用
語
と
し
て
の
エ
ン
パ
イ
ア
な
る
言
葉
に
封
し
漸
次
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
な
る
言
葉
を
代

用
す
る
こ
と
に
、
目
冨
園
ロ
試
誓
O
o
e
唐
9
毛
①
巴
叶
げ
窪
α
国
日
営
8
の
他
の
部
分
の
政
府
の
同
意
を
う
べ
く
如
何
な
る
手
段
を
講
じ
た
か
、
又

英
本
國
の
政
府
は
南
鉱
就
警
国
騨
覧
8
な
る
名
稔
の
公
け
の
使
用
を
ど
の
程
度
ま
で
慶
止
す
る
つ
も
り
で
あ
る
か
と
の
一
議
員
の
質
問
に
劃
し
ア

ト
リ
ー
首
相
は
答
え
て
言
う
の
に
．
、
「
用
語
は
、
そ
れ
が
役
立
て
ば
、
嚴
格
に
或
は
理
論
に
走
も
こ
と
な
し
に
、
穫
援
に
伴
う
。
夢
①
9
お
目
9
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

毛
①
巴
浮
或
は
爵
①
南
二
江
吟
O
o
彦
菖
自
名
①
巴
爵
も
し
く
は
嘗
①
国
目
風
お
ー
ー
私
は
熟
考
し
て
こ
の
三
語
を
使
用
す
る
ー
に
お
け
る
憲
法

上
の
一
切
の
穫
展
は
陛
下
の
諸
政
府
（
自
治
領
諸
政
府
）
の
間
に
お
け
る
協
議
の
主
題
で
あ
つ
た
。
そ
う
し
て
諸
語
の
中
の
何
れ
か
一
つ
を
採
用
し

或
は
排
斥
す
る
こ
と
の
協
定
も
、
或
は
本
國
政
府
の
側
に
お
い
て
そ
う
す
る
こ
と
の
何
等
の
決
定
も
存
し
な
い
」
と
。
首
相
は
さ
ら
に
諸
部
に
お

い
て
意
見
は
異
つ
て
い
た
。
人
女
を
し
て
そ
の
最
も
好
む
と
こ
ろ
の
表
現
を
使
用
さ
せ
る
が
よ
ろ
し
い
と
附
言
し
た
　
（
菊
。
9
α
目
筈
す
Z
。
・

一
蜜
冒
β
①
一
漣
嘗
勺
℃
』
8
1
。
。
。
ε
。
こ
こ
ら
が
英
國
ら
し
い
と
こ
ろ
で
あ
つ
て
、
何
等
確
た
る
決
定
な
し
に
、
英
蓮
邦
名
は
自
然
に
夢
o
】
躍
窪
魯

O
O
巨
菖
目
ゑ
①
巴
荘
か
ら
菩
①
O
o
巨
菖
9
名
①
巴
夢
へ
と
流
動
し
て
い
つ
た
の
で
あ
る
。

　
要
す
る
に
、
英
帝
國
内
に
お
励
る
自
治
領
民
族
主
義
の
進
展
は
、
つ
い
に
自
治
領
民
族
國
の
成
立
を
促
が
し
、
英
帝
國
の
國
家
構
造
を
著
し
く

攣
更
せ
し
め
、
叉
、
自
治
領
諸
國
そ
の
者
に
お
い
て
も
攣
動
し
、
そ
れ
に
感
す
る
名
構
の
自
然
の
攣
更
を
俘
つ
た
謹
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
五
て
八
、
　
一
五
日
）


